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仙台市内には、旧石器時代と縄文時代の山田上ノ台遺跡・弥生時代の

富沢遺跡・全長110mを 誇る遠見塚古墳 。全国的にも最古の地方官衡の一

つである郡山遺跡 。国分寺として最北の陸奥国分寺跡・伊達政宗が築城

した仙台城跡など全国的にも著名な各時代の遺跡をはじめ、約700ヶ所も

の遺跡があります。おりしも今年は西暦2000年 にあたり、仙台平野で稲

作が開始され、現代文明へとつながる農耕社会に移行してから約2000年

の歳月が流れたことになります。この間に多くの遺跡を残し、郷土に暮

らした幾多の祖先の努力により、社会は急速に発展し、現在の私たちは、

豊かな生活を実感することができるようになりました。しかしながらそ

の一方で、消費社会・情報化社会などと呼ばれてめまぐるしく変化する

生活の中で、環境問題や将来の社会生活への不安が話題となっておりま

す。こうした情勢のなかで、新たな創造力と調和に基づくゆとりある社

会への変革が求められています。ゆとりあふれるふるさとの創造にあたっ

て、郷土の深みある歴史的環境を形作つている遺跡をはじめとする様々

な文化財は、調査 。研究・学習という市民それぞれの体験のなかで、私

たちの将来への展望を開くうえで大きな役割を果たしてくれるものと期

待されます。このような可能性を秘めた遺跡や文化財を、先人の残した

遺産として護りながら活用し、未来に受け継いでいくことは、市民と行

政にとって大切なことと思われます。

今回行われた欠ノ上Ⅱ遺跡の調査は、遺跡に係る事業主体者の多大な

る理解と協力によって実施されました。その結果、郡山遺跡と同時代の

遺構や、関東地方からの移民との関連が考えられる遺物の発見など、東

北地方の歴史時代における黎明期の解明に関る多くの調査成果をあげる

ことができました。

本発掘調査報告書の刊行にあたり、事業主体者をはじめ、調査にご協

力・ご指導いただきました多くの方々に深く感謝申し上げるとともに、

本書が研究者のみならず各方面に活用され、また出土遺物や調査記録が

郷土史の資料として活かされることを期待いたしまして刊行のご挨拶と

いたします。

仙台市教育委員会

教育長 小 松 弥 生

平成12年 3月
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1 本書は、宅地造成工事に伴う宮城県仙台市欠ノ上Ⅱ遺跡の発掘調査報告書である。

2 本書の本文執筆と編集は、竹田幸司と協議のうえ工藤哲司が担当した。

3 報告書作成にあたり、以下のとおり作業を分担した。

遺物接合・復元       :庄 子・菅井・杉船・高橋美香・中里・深瀬

遺物写真撮影      :今 野・安都

遺構 図面整理      :竹 田

遺 物 実 測       :相 沢・高橋朝子 。中里 。工藤

遺構図・遺物実測図 トレース : 工藤

4 報告にあたり、出土した陶器・磁器の年代観については本課の佐藤洋の、縄文の施された土器については赤澤

靖章の助言を得た。

5 本調査で出土した溶解物付着土師器については、郡山遺跡出土品とともに国立歴史民俗博物館に科学分析をお

願いし、分析の結果については仙台市文化財調査報告書第244集郡山遺跡XXに収録されている。

6 調査と報告書の刊行にあたり、次の方々に協力を賜つた。記して感謝の意を表す次第である。

国立歴史民俗博物館・福仙興業株式会社・桂島建設株式会社

7 本書に関る資料の全ては、仙台市教育委員会が保管している。

1 本書で使用した土色は、「新版標準土色帖」 1/1ヽ山・竹原 :1976)に 準拠している。

2 本文・図版で使用した方位は、全て真北で統一してある。

3 図中の座標値は、平面座標系 Xを基準とし、単位はkmである。

4 標高値は、海抜高度を示している。

5 遺構名の略号として、次の略号を使用した。

SB:掘立柱建物跡 SD:溝跡 SE:井戸跡 SI:竪穴住居跡及び竪穴遺構 SK:土坑跡 P:ピ ット

6 報告書中の全体図および遺構平面図においては、撹乱と新しい重複遺構は、省略または簡略化している。

7 遺物の登録には、以下の分類と略号を使用した。

B:弥生土器 C:土 師器 (非ロクロ) D:土 師器 (ロ クロ) E:須 恵器  I:陶 器

」 :磁器   K:石 器・石製品    Li木 製品      N:金 属製品 P:土 製品

8 竪穴住居跡床面の濃いスクリーントーン (網)は強い焼け面を、薄いスクリーントーン (網)は弱い焼け面を

示している。また、柱穴内のスクリーントーン (網)は柱痕跡の位置を示している。

9 土師器実測図内面のスクリーントーン (網)は黒色処理されていることを示している。

10 礫石器実測図のスクリーントーン (網)は、磨り面の範囲を示す。

11 羽口実測図の睡憂ユは溶解部分を、国霊]は遠元して灰色に変色した部分を表して
いる。また、前者はトリベ

の溶解物付着部分も表現している。

12 遺物観察表の ( )内 の法量は、残存値を示している。

13 本文中の灰白色火山灰 (庄子・山田 :1980)に ついては、現在、十和田 a火山灰 (To a)と 同定されており、

降下年代は西暦915年初夏とされている (町田 :1981、 1996)。
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第 1章 遺跡の立地と環境

第 1章 遺跡の立地と環境
1 地理的環境

欠ノ上Ⅱ遺跡は宮城県仙台市の東部、仙台市太白区郡山字欠ノ上に所在する。JR長町駅の南東約1.8血の地点にあ

たる。

仙台市の地形は、西側から東側にかけて大きく3段階の変化する。西部は東北地方の背梁をなして南北にのびる

奥羽山脈から派生する七北田丘陵 。青葉山丘陵・高館丘陵など、標高300～ 10航級の山地とその周辺の丘陵地帯となっ

ている。山地・丘陵地帯の東側、高層ビルの立ち並ぶ仙台市街地は、広瀬・名取川により5面の段丘地形が形成さ

れている。段丘面の標高は、上位 (古期)段丘では200～ 100m、 低位段丘では20～ 50mである。

丘陵段・段丘地形の東側は、宮城郡七ケ浜町から亘理郡山元町まで、最大約10血の幅で南北約40血に渡つて形成

された「仙台平野」となる。この沖積平野は、北から順に七北田川・広瀬川
。名取川・阿武限川などの運搬物によっ

て形成されたもので、流域は扇状地・自然堤防・後背湿地
。旧河道など沖積地特有の微地形が複雑に入り組んでい

る。また砂浜海岸からなる現海岸線付近の沿岸部には、幅約 3血の範囲に3列の浜堤とその間に堤間湿地が形成さ

れている。

欠ノ上Ⅲ遺跡は、名取川と広瀬川に挟まれた仙台平野の中央付近に位置し、遺跡の東南方約 1血の地点で両河川

及び名取川支流の旧焦川が合流している。遺跡周辺はこれらの河川とその旧河道により複雑な微地形が形成されて

いる。遺跡は、標高約 8mの 自然堤防上に立地し、現在南北200m・ 東西150mの比較的狭い範囲が遺跡として登録さ

れている。遺跡の西根1には、郡山遺跡の方向から蛇行しながら現 3河川合流地点方向に向つて南北方向にのびる旧

河道が存在する。旧河道の幅は80m前後ある。遺跡の立地する自然堤防上面と、現在水田となっている旧河道面との

比高差は約2.5mあ り、自然堤防面から旧河道面にかけては急な傾斜面となっている。

2 歴史的環境
宮城県では、築館町上高森遺跡において約60万年前の前期旧石器が発見され、さらにその下の地層からの石器の

発見が続いている。仙台市内においても、上位段丘の青葉山段丘に形成された青葉山B遺跡で前期旧石器時代に所

属する石器が発見されている。以降、山田上ノ台遺跡・北前遺跡・住吉遺跡などで中期旧石器時代及び後期旧石器

時代の石器が層位的に発見されている。また、欠ノ上Ⅱ遺跡の北西2.5kmの沖積地に位置する富沢遺跡では、現水田

面の約 5m下から約 2万年前の後期旧石器時代の焚き火跡を伴う石器製作跡と森林跡が発見され、注目を集めた。

縄文時代になると、富沢遺跡周辺で早期の遺物や落し穴が発見されている。前期には富沢遺跡を望む段丘上に位

置する三神峯遺跡に集落が形成されている。中期には、段丘面に集落が継続的に形成されるだけでなく、再び沖積

地への進出が活発になり、六反田遺跡・下ノ内遺跡・王ノ壇遺跡・伊古田遺跡など、魚川流域の自然堤防上に多く

の遺跡が形成されるようになる。後期には、沖積地の遺跡は魚川下流へとさらに拡大し、西台畑遺跡・郡山遺跡・

北目城跡で遺構・遺物が発見され、さらに名取川と広瀬川の合流地点から1.5km下つた高田B遺跡においても竪穴住

居跡が発見されている。しかしこの時期、丘陵部の遺跡は相対的に縮小していく。晩期には、名取川上流の茂庭地

区の門野山囲遺跡・梨野A遺跡・沼原A遺跡などの丘陵地帯及び富沢遺跡周辺や郡山遺跡・南小泉遺跡
。今泉遺跡

・高田B遺跡などの沖積地に立地する遺跡で遺物が散見されるが、集落等の遺跡の実態は不明である。

弥生時代も晩期に引き続き集落の実態は不明な点が多い。前期段階は、宮沢遺跡
。南小泉遺跡・船渡前遺跡等の

遺跡で土器などが発見されているだけであるが、中期には富沢遺跡や高田B遺跡で大規模な水田跡や農具などが発

見され、農耕社会への急速な発展を伺うことができる。後期は、富沢遺跡における水田の規模は縮小するが、遺物

の散布は市内各地で認められている。
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遺 跡 名 種  別 立  地 時 代 Nll 遺 跡 名 種   別 立  地 時 代

1 欠ノ上 Ⅱ遺跡 集落跡 自然堤防 弥生 ?～ 中世 神柵遺跡 官街 ? 散布地 自然堤防 古代

2 欠ノ上 I遺跡 水田跡 後背温地 古墳 古代 中世 中柵西遺跡 散布地 自然堤防 弥生 古墳 古代
3 欠ノ上Ш遺跡 散布地 自然堤防 古増～古代 24 砂押 B遺跡 散布地 自然堤防 古墳 古代
富沢遺跡 散布地 水田跡 後背湿地 旧石器～縄文 弥生～近世 沖野城跡 城館跡 自然堤防 中 世

5 長町六丁 目遺跡 散布地 自然堤防 古代 河原越遺跡 散布地 自然堤防 古墳 古代
6 長町南遺跡 散布地 自然堤防 古代 上屋敷遺跡 散布地 自然堤防 古墳 古代
7 長町駅東遺跡 集落跡 自然堤防 弥生 古墳 古代 日辺遺跡 散布地 自然堤防 古墳 古代
3 西台畑遺跡 集落隊 自然堤防 縄文 弥生～古代 日辺館跡 城館跡 自然堤防 中世

9 西台畑板碑群 板碑 中 世 上飯日 3丁 目板碑 板碑 中世

長町駅裏古碑群 板碑 中世 31 高田A遺跡 散布地 自然堤防 古代

八幡社古碑辞 板碑 中世 梅塚古墳 円墳 ? 自然堤防 古墳 ?

郡山三丁目古碑辞 板碑 中世 今泉遺跡 集落跡 城館跡 自然堤防 縄文～古代 中世～近世
諏訪社古碑群 板碑 中世 高田 B遺跡 集落跡 水田跡 1中積平野 縄文～近世

郡山遺跡 集落跡 官街跡 自然堤防 縄文～古墳 古代 大塚山古墳 円墳 (径 18m) 自然堤防 古墳

北目城跡 集落跡 城館跡 自然堤防 縄文～古代  中世～近世 中田神社裏遺跡 散布地 自然堤防 古墳 古代
古祭神社板碑 板碑 中 世 37 伊豆野権現古墳 円墳 板碑 自然堤防 古墳  中世
矢来遺跡 散布地 自然堤防 古墳 古代 中田神社板碑洋 板碑 中世

北目古碑群 板碑 中世 安久東遺跡 集落跡 古墳 自然堤防 弥生～中世

穴田東古碑群 板碑 中世 中団三丁目板碑 板碑 中世

籠ノ瀬遺跡 散布地 自然堤防 古墳 古代 41 中田畑中遺跡 集落跡 自然堤防 古墳 古代
砂押 I遺跡 散布地 自然堤防 古墳 古代 42 落合観音堂古碑群 板碑 中世

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (国土地理院l i 25,000仙 台東南部を複製)
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古墳時代になると、前期の戸ノ内遺跡・安久東遺跡の方形周溝墓に続き、南小泉遺跡のなかに全長HOmの前方

後円墳である遠見塚古墳が造営され、首長権の拡大した社会の成立を知ることができる。以後、中期には裏町古墳

・兜塚古墳が、後期には一塚古墳や二塚古墳が作られ、欠ノ上Ⅱ遺跡の西方約1.5kmの 魚川北岸には中期・後期を

通じて大野田古墳群が形成されている。また、名取川を挟んで対岸の河岸上には大塚山古墳がある。終末期になる

と、富沢遺跡・郡山遺跡北側の広瀬川に沿った丘陵斜面に、向山横穴墓群と総称される墳墓群が作られる。古墳時

代を通じ、魚川流域の自然堤防上には連続的に集落が形成されている。

古墳時代の終末、飛ィ烏時代と呼ばれる 7世紀中頃から7世紀末にかけての時期、欠ノ上Ⅱ遺跡の北西lkmの郡山

遺跡に東北最古の官衛 (I期官衛)が形成される。官衛は 7世紀末から8世紀初頭に寺院を伴う施設に大きく改変

(Ⅱ 期官衡)さ れ、多賀城造営以前の陸奥国府として機能していたことが考えられている。官衛域及び西台畑遺跡

など周辺地域には官衛と同時期の竪穴住居跡も多数発見されている。

奈良・平安時代には、魚川流域の遺跡をはじめ、各自然堤防上に集落跡が形成され、その周辺の低地には水田跡

が発見されている。また、神柵遺跡では官衛に関係すると考えられる掘立柱建物跡群が発見されている。

中世の遺跡としては、沖野城跡 。今泉遺跡・王ノ壇遺跡などの城館があり、次第にその実態が明らかになりつつ
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第 2図 調査地点の位置と周辺の地形



第2章 調査の経緯と体制

あるが、遺跡周辺では、郡山遺跡で掘立柱建物跡や久ノ上 I遺跡で中世の水田跡が発見されている以外は、その状

況は明らかでない。郡山遺跡から欠ノ上Ⅱ遺跡にかけての地区には多くの板碑が存在することから、同地区は中世

においても活発な生活が営まれていたことをを伺い知ることができる。

中世末から近世初頭には北目城跡が造られ、天正年間までは栗野大膳の居城として機能し、その後関ケ原の戦い

の前後から仙台城完成まで伊達政宗が居住している。北目城跡の廃城以降、欠ノ上Ⅱ遺跡周辺は城下及び都市部の

近郊農業地帯として近年にいたっている。

第 2章 調査の経緯と体制
1 調査に至る経緯と経過

本件に関る発掘調査は、平成10年 6月 17日 仙台市若林区石名坂 7番地 福仙輿業株式会社 代表取締役加藤正文
より、欠ノ上Ⅱ遺跡における宅地造成工事に関る協議書が提出されたことに起因する。本遺跡はこれまで発掘調査

実績がなっかったことから、仙台市教育委員会は発掘届に基づき、原因者と協議のうえ平成10年 8月 25日 に試掘調

査を実施した。その結果、竪穴住居跡をはじめとする多数の遺構が存在することが明らかになった。試掘調査の資
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第 3図 調査対象範囲と調査区配置



第2章 調査の経緯と体制

料を基に、仙台市教育委員会と原因者のと再協議の結果、本調査を平成11年 4月 から約 3ケ 月間実施することで協

議が成立した。

協議を基に平成H年 4月 6日 に「発掘調査委託契約」を締結し、4月 7日 から6月 30日 まで調査を実施した。

発掘調査にあたっては、調査事務所関係・表土排除業務関係・測量基準点設置の各業務については調査委託者の直

接負担として調査準備の円滑化を図つた。

調査途中、遺構の検出された面 (Ⅱ層上部)よ り下位の地層において遺構 。遺物が存在するかどうかの確認のた

め、深掘 り調査を実施した。深掘り調査区は、耕作による削平により残存遺構の希薄な調査区西部において、東西

5m。 南北 6m。 約30ドの範囲とした。その結果、現地表面から約1.5m、 遺構確認面から約 lm下がつたⅢ層中お

よびⅣ層上面において縄文の施された数点の土器片が発見された。またV層以下からは、遺構・遺物は発見され

ず、Ⅶ層下部に至ると水が染み出す状況となった。

深掘り調査の状況から、Ⅲ層については、遺物包含層の可能性が高いと考えられたので、調査区中央部から東部

の地域では、sK-3・ 4・ 5土坑、SE-1井戸跡等の掘削深度が深い遺構の壁面で、同層における遺物の包含状

況を観察した。しかし、遺構壁面では遺物を発見することができなかった。深掘 り調査区の希薄な遺物散布状況

と、遺構壁面の観察結果から、本調査区におけるⅢ層に包含される遺物は少量で、その分布範囲も限られた狭い範

囲と判断されたので、調査区全面に及ぶⅢ層の調査は実施しないこととした。

SE-1井戸跡は、現地表面から約2.5m、 遺構確認面から約1.8mま で入力により調査を実施 したが、石組を有す

る遺構で崩落の危険があるため、そこから下は重機を使用して調査を行った。重機では地表下約3.5m、 標高6.2m

まで下げたが、重機の作業限界と安全面からそれ以下の調査を断念し、調査記録も写真撮影だけに留めた。また、

SK-3・ 4・ 5土坑も、確認面から約 lm下 げると、降水により水が溜まるたびに壁面が著 しい崩落を起こした

ので、確認面から約1.5mま で下げたところで調査を打ち切った。

原因者の協力を得て、野外調査は予定期日の6月 30日 に終了した。

2 調査要項
1)遺 跡 名  欠ノ上Ⅱ遺跡
2)所 在 地  仙台市太白区郡山字欠ノ上 2-10

3)調 査 理 由  宅地造成
4)調 査 面 積  340ポ

5)調 査 期 間  平成H年 4月 12日 ～6月 30日

6)調 査 主 体  仙台市教育委員会
7)調 査 担 当  仙台市教育委員会文化財課調査第二係

課長 大越裕光 調査第二係長 結城慎一

調査担当職員 工藤哲司 竹田幸司
8)調査参加者  青木吉次 浅見灌子 阿部みのる 伊藤清子 伊深みつ子 小野寺達重 加嶋みえ子

斎藤慶子 庄子弘子 須賀栄子 菅井民子 高橋美香 竹森光子 田中さと子 千田タイ子

畠中真知子 三浦貢 山田千代子 横尾由記子
9)整理参加者  相沢せい子 安部文子 今野順子 庄子善昭 菅井民子 杉松比佐子 高橋朝子 高橋美香

中里とわ子 深瀬嶺子



第 3章 調査概要

第 3章 調査概要
1 遺跡 と調査区の位置

欠ノ上Ⅱ遺跡は先に述べたように、南北150m。 東西200mの範囲で広がり、名取川・広瀬川・魚川の形成した標高

約 8mの 自然堤防に立地している。遺跡の西側から南側にかけては、幅80m、 自然堤防面との比高差約2.5mの 旧河道

による急斜面により区画され、北側と東側は旧河道または後背湿地へと緩やかに移行する。旧河道を挟んだ西側の

後背湿地に立地する欠ノ上 I遺跡では、平安時代後半以降の水田跡が 2面検出されている。また、北側に近接する

欠ノ上Ⅲ遺跡からは、土師器・須恵器が採集されている。

調査地点は、遺跡の北西部に位置する。調査区は、宅地造成に伴う道路に合わせて、自然堤防の中央部から自然

堤防の西端にかけて東西長40.5m・ 南北幅約 7mと 、この調査区の西側で北側に幅約4.5m。 長さ12mに渡つて】ヒ側に

T字状に交差する部分からなる。約340♂ を調査した。地目は畑地である。遺構面は耕作によりかなり削平を受けて

いる。特に自然堤防の肩部にあたる調査区西部の削平が著しい。

2 基本層位と発見遺構の概要
1)基本層位
本調査においては、調査区西端部の深掘り調査の状況から基本層位を大別 7層・細別10層に分けて調査を実施した。

I 層 暗褐色のシルト質粘土からなる耕作土層である。層厚は60～ 90cmあ り、西部ほど厚い。土色の濃淡により

上下 2層 に細分が可能であるが、両層ともビニールシートの断裂片を含む新しい耕作土である。Ⅱa層上部を削平

している。土層中には耕作により遺構から巻き上げられた遺物が含まれている。

8.00m

く北壁西端部〉

土   色 土  質 備 考 と層lldl 土    色 土 質 備 考

] 10YR%暗褐色 シルト質粘土 耕 作 土 Ⅳ 10YR 3/4暗 褐色 シルト質粘上 にぶい黄褐色粘上のプロックを含む、炭化物粒を少量含む

10YR%褐 色 ンル ト 下部に黄褐色土粒を多く含む OYR4/2灰 黄褐色 粘 土 酸化鉄を籍降状に含む、炭化物を粒状に少量含む
10YR%暗褐色 ンルト質帖土 掲色土粒を含む 10YR 5/4にぶい苗協荏 ンルト留魅土 酸化鉄を籍降状に含む

10YR%黄褐色 ンルト質粘土 浅黄色シル トの薄層を縞状に含む Ⅶ a 10YR 5/A責 褐色 砂質粘土 酸化鉄を斑状に含む

10YR%にぶい責褐色シルトを港1 階掲色土粒を霜14状に含tr 浅雷色シルトを縞状及びブロック状に含む 即駈b 10YR 4/4褐  色 砂 層中央部は幅10～ 20clnで、酸化したように赤変する

lll 10YR/黒掲色 粘  土 土器片 (縄文あ り)を含む 上面にひび割れ痕あり Ⅶ c 10YR%にぶい責禍色 砂 酸化鉄を斑状に含む

第 4図 基本層断面図



第4章 発見遺構と出土遺物

Ia層 黄褐色のシル ト質粘土を基調とする土層で、層厚は40～ 60cm。 現存の上面で 7世紀後半以降の遺構が検

出されている。層中には浅責色シルトの薄い層を縞状に含んでいる。含有物の状況により細分も可能である。

Ib層  にぶい黄褐色のシルト質粘土を基調とする土層で、層厚は、20cm前後。暗褐色土粒を霜降状に含むほか、

浅黄色シルトを縞状または所によつてブロック状に含んでいる。

Ⅱa層 ・Ⅱb層 とも、調査区の場所によって土色・含有物に若千の相違が観察される。

Ⅲ 層 黒褐色の粘土層で、層厚は10～ 15cm前後。層中から縄文の付された土器片が数点出土している。上面で

は亀甲状の干割れが観察され、クラック内にはⅡb層が落ち込んでいる。底面には細かな凹凸が認められるが、水

田耕作が行われたような下層の巻き上げは観察されない。

V 層 暗褐色のシルト質粘土層で、層厚は5～ 10cm。 にぶい黄褐色粘土のブロックや炭化物粒を含んでいる。

上面から縄文の付された土器片が出土している。

V 層 灰責褐色粘土を基調とする土層で、層厚は5～ 15cm。 酸化鉄を霜降状に含む。また炭化物を粒状に少量

含んでいる。

Ⅵ 層 にぶい黄褐色のシルト質粘土層で、層厚は15～ 25cm。 酸化鉄を霜降状に含む。

Ⅶ a層 黄褐色の砂質粘土で、層厚は10～ 20cm。 酸化鉄を斑状に含む。

Ⅶ b層 褐色の砂層で、層厚は約65cm。 層中央部は幅10～ 20cmの範囲が酸化したようにの赤く変色している。

Ⅶ c層 にぶい黄褐色の砂層で、層厚は10cm以上である。酸化鉄を斑状ないし雲状に含む。

Ⅶb層・Ⅶc層からは滲むような湧水がある。

2)発見遺構の概要
上述のように、本調査においてはⅡa層で遺構が検出され、Ⅲ層及びⅣ層上面から土器片が数点出上している。

Ha層上面において検出された遺構には、竪穴住居跡H軒 (竪穴遺構を含む)。 掘立柱建物跡 5棟を含むピット

125個・井戸跡 1基・土坑10基 (井戸跡の可能性のあるもの3基を含む)・ 溝跡 2条がある。遺構間で切り合いがあ

る場合、いずれの場合も掘立柱建物跡・井戸跡・土坑・溝跡は、竪穴住居跡よりも新しい。このことから欠ノ上Ⅱ

遺跡で検出された遺構にについては、第 5図① o②のように、掘立柱建物跡・井戸跡・土坑 。溝跡などの遺構が組

み合わさって構成される時期と、主に竪穴住居跡だけで構成される時期の大きく2時期の変遷が考えられる。前者

の時期は、後述のように出土遺物が少ないために時期を特定できるものは少ないが、出土遺物全体としては中世か

ら近世の長期に渡る遺構群である。竪穴住居跡の時期は、古墳時代終末期頃から奈良・平安時代である。

Ⅲ層中及びⅣ層上面では土器片が数点出土しが、これに伴う遺構は発見されなかった。

第 4章 発見遺構と出土遺物
1 掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は、ビットの多数検出された調査区の中央付近で、 5棟分を推定復元した。調査区の幅が狭いの

で、全容の不明なものもある。また、推定復元した 5棟以外に、柱痕跡の検出されているピットも存在することか

ら、他にも建物が存在した可能性もある。

SB-1掘立柱建物跡 東西 2間 。南北 l間分が検出されたが、北側にのびる可能性がある。検出部の東西長は4.7

m(柱間寸法は西から220cm・ 250cm)、 南北長は2.lm(東列)である。建物の方向は、南列でE-6° 一 S、 西列

でN-6° 一Eである。SB-2・ 3掘立柱建物跡とプランが重複しているが、遺構には直接の切り合いは無く、前

後関係は不明である。またsB-4・ 5掘立柱建物跡についても、近接した位置関係にあることから同時に存在し
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第4章 発見遺構と出土遺物

770m

A
引

770m

0           1m

X=-198624

２
　

Ｂ
引
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枷十

ピットNo P30

部  位 掘 り 方 掘 り 方 掘 り 方 掘 り方 2 柱痕跡 1 掘 り 方 掘 り方 2 柱痕跡 1

形  状 円   形 円   形 円   形 円   形 円   形 円  形 円  形 円   形

大 き さ 34× 30cm以上 31× 26cln 37× 36cm 37× 35cm 16X15cm 32X30cm 28× 26cm 12× 10cln

深   さ 17 5cm 30cm 44cm 37cm 37cm 20 5cm 41cm 41cm

土   色 loⅥ協 暗褐色 loヾ 暗ヽ褐色 lo獅協 暗掲色 loYR%褐 色 10ЧR%暗褐色 loミ(にぶい黄掲色 10Y郎るにぶい黄褐色 10YR3/8暗 褐色

土  質 シルト ンルト ンル ト質粘土 粘土質シル ト 粘 土 帖土暫シル ト 粘  土 粘 土

備  考
明黄褐色上のプロッ

クを含む

黄掲色土を粒状に含
む

明黄褐色土 暗褐色
上のプロックを含む

明責褐色土 炭化物
焼上を含む

底面に浅黄色粘土あ
り

明黄掲色上の小 プ
ロックを多量に含む

明黄褐色上のプロッ

クを含む
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第 7図 SB-2掘 立柱建物跡
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SB-2掘立柱建物跡
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第 8図 SB-3掘 立柱建物跡

た可能性は低いと考えられる。柱穴 (掘 り方)は、直径28～ 37cmの 円形で、柱痕跡は直径12～ 16cmの 円形である。

遺物は、P,16から須恵器片 1点・土師器片 2点、P.19から土師器片 4点、P,39から土師器片 5点、P,43か ら須

恵器片 4点、 P.112か ら刀子の破片と考えられる鉄製品が 1点出上している。

P,112・ 39。 19,43は、それぞれ対応する位置に、これに切られる状況でP.H3,38。 20,44が存在しているこ

とから、sB-1掘立柱建物跡は建替えられている可能性も考えられる。

SB-2掘立柱建物跡 東西 2間・南北 1間の南北棟建物である。桁行総長は10,lm(柱間寸法は南列で西から485

cm・ 525cm)、 梁行総長は4.lm(東列)である。建物の方向は、南列でE-6° ― S、 (西列はN-6° 一E)であ

る。柱穴は、直径32～ 61cmの円形で、柱痕跡は直径10～ 16cmの 円形である。遺物は、 P,17か ら土師器片 2点、

P.48から土師器片13を点が出土している。

SB-3掘立柱建物跡 東西 1間・南北 1間の比較的小規模な建物である。東西長は3.4m(南列)、 南北長は3.lm

(東列)である。建物の方向は、南列でE-15° 一 S、 東列でN-11° ―Eである。柱穴は、直径30cm前後の円形で

ビットNQ P17 P125

部   位 掘 り 方 柱 痕 跡 掘 り 方 柱 痕 跡 掘 り 方 掘 り 方 柱 痕 跡

形  状 楕 円 形 円  形 円   形 円  形 楕 円 形 円  形

大 きさ 38× 28cm 16× 14cm 30× 28cm 32× 32cln 40× 33cm 14× 13cln

深   さ 16cln 1lcm 12cm 20cm 41 5cm 41 5cm

土  色 10鸞、褐 色 10VR%暗褐色 10YRC/A明 黄褐色 10YR3/t暗 褐色 10VR%に ぶい黄褐色 o鸞 �褐 色 10】R餡 黒褐色

土   質 シル ト質粘上 粘  土 粘  土 粘  土 粘土質ンル ト 粘土質シル ト 粘  土

備  考
明黄褐色上の小プロッ

クを多 く含む
根石あ り

暗褐色上の小ブロック

を少量含む

明黄褐色土・炭化物を

含む
明黄褐色上の刀ヽ プロッ

クを少量含む

ビットNQ

部  位 掘 り 方 柱 戻 跡 掘 り方 2 掘 り方 3 柱痕跡 1

形  状 賂 円 形 円  形 円   形 円  形

大 き さ 61× 52cm 10X10cIII 33× 30cm 16× 15cm

深   さ 58cm 58cm 31cm 37 5cm

土  色 10YR3/3暗 褐色 10Ⅵ能 暗褐色 10YR3/8暗 褐色 10YR9/3暗 褐色 10YR3/2黒 褐色

土   質 粘土質シル ト 粘  土 粘土質シル ト 粘土質シル ト 粘  土

備  考
明黄掲色土及び褐色の

ブロックを多く含む
炭化物片を含む

明黄褐色上の小プロッ

クを多く含む
明責掲色土を帯状に含
む

Y=+5891

P88

部  位 掘 り 方 掘 り方

形  状 略 円 形 円  形
大 きさ 32× 28cm 32× 27cm

深   さ 26cm 9 5cm

土  色 10YR3/4に ぶい黄褐色 10Ч Rχ 明責褐色

土   質 粘土質シル ト 粘  土

備  考
明黄褐色上のブロック

炭化物を含む
暗掲色上のイヽ プロックを

少量含む

ビットNQ P27 P37

部  位 掘 り 方 掘 り 方

形  状 円  形 円  形

大 き さ 28× 26cm 29× 24cm

深   さ 26cm 1lcm

土  色 10VR%褐 色 10Ч氣%にぶい黄褐色
土 粘土質シル ト 粘土質シル ト

備  考
明黄褐色上の小プロック

炭化物 焼土を含む
明黄褐色上の小プロック

炭化物 焼上を含む
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ッ トNQ P25 P63

部  位 掘 り 方 柱 痕 跡 掘 り 方 掘 り 方 柱 痕 跡

/// 状 円  形 円  形 略 円 形 略 円 形 円   形

大 きさ 36× 36cln 17X16cln 30× 26cm 40× 34cln 13X12cm

深   さ 41cm 45cm 20cln 51 5cm 51 5cm

土   色 lωR%にぶい黄褐色 10YR%に ぶい責褐色 lttR%にぶい黄褐色 10Ⅵ磁 にぶい黄橙色

土  質 粘土質シルト 粘土質シル ト 粘  土 粘土質シルト

備  考 明責褐
色上のプロック

炭化物・焼上を含む

明責褐色上の小ブロッ

クを少量含む 根石
にぶい黄栓色上の小ブ
ロックを含む

Y=+5892

第 9図 SB-4掘 立柱建物跡
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第10図 SB-5掘 立柱建物跡
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ピットNQ P55

部   位 掘 り 方 掘 り方 2 掘 り方 3 柱痕跡 1 掘 り 方 掘 り 方

形   状 糖 円 形 円  形 円  形 楕 円 形 隅九長方形

大 き さ 40× 34cm 32× 32cm 13× 12cm 38X30cm 35× 24cm

深   さ 38 5cm 37cm 33cm 22cn 29 5cm

土   色 10YR2/2黒 褐色 10YI修 黒褐色 10YR%暗 褐色 OYR%褐  色 5y%ォ リーブ褐色 10YR%黒掲色
土   質 ンル ト質粘土 ル ト質粘土 粘土質シル ト 粘  土 粘  土 シルト質檻土

備  考
明黄褐色土及び暗褐

色上のブロックを含む

明 黄褐 色 上 の小 ブ

ロックを含む

炭化物 娩土 黄褐
色土を帯状に含む

明黄掲色上の小 ブ
ロックを多く含む

焼土 炭化物 にぶい
黄褐色土を粒状に合む

第4章 発見遺構と出土遺物

ある。柱痕跡は検出されていない。遺物は、 P。 27か ら土師器片が 6点出土しているだけである。

SB-4掘立柱建物跡 東西410cmの等間隔で直線的に並び、柱痕跡も検出されたことからSB-4建物跡を想定し
た。南狽Jの調査区外に展開すると考えられ、東側もsK-3土坑の位置までのびている可能性もある。東西長は8.2

mで、柱列の方向はE-2° 一Sである。柱穴は、直径30～ 40cmの円形で、柱痕跡は直径13～ 17cmの 円形である。

遺物は、P.25か ら土師器片 4点、P.63か ら須恵器片 2点・羽口片 1点、鉄津 1点が出土している。

SB-5掘立柱建物跡 東西桁行 4間・南北梁行 2間 (東辺は3間 )の変則的な南北棟建物で、東面に廂が付 く。
桁行総長は北列で8.85m(柱 間寸法は西から192cm・ 235cm。 258cm。 180cm)、 梁行総長は西列で4.3m(柱間寸法

は北から245cm・ 185cm)、 東列で4.85cm(柱間寸法は北から115cm・ 190cm・ 180cm)である。建物の方向は、南

列でE-6° 一 S、 (西列はN-6° 一E)である。西から2間分は中央に柄柱と考えられる柱穴がある。東側 2間

分の中央はSK-3土坑に切られているので総柱の建物であったかどうかは不明である。柱穴は、直径28～ 44cmの

円形を基調とし、柱痕跡は直径11～ 18cmま で不均一な円形である。遺物は、 P,42か ら土師器片 5点、P.59か ら

須恵器片 2点・土師器片 1点、P.69から須恵器片 2点・土師器片 2点、P,75から須恵器片 1点・土師器片 4点、

P.76から土師器片 1点、 P.77から土師器片 6点、P,78から土師器片 7点、 P.80から土師器片が12点、 P,89か

ら須恵器片 3点 。土師器片 7点、 P.95から陶器片 1点 。土師器片 5点、P.100か ら土師器片 4点、 P.101か ら土

師器片 4点 ・羽口片 1点・鉄淳 1点、P.102か ら須恵器片 1点 ・土師器片 7点、P,106か ら須恵器片 1点 ・土師器

片 2点が出土している。出土遺物のうち、P.95か ら出土した陶器片は、唐津産の刷毛目文の碗または皿 (図版

17-17)で 、17世紀後半から18世紀前半頃の年代に位置付けられ、sB-5掘立柱建物跡の年代と近い時期のもの

と考えられる。

ピットlwO P75 P77 P100 P59

部   位 掘 り 方 掘 り 方 掘 り 方 掘 り 方 掘 り 方 柱 痕 跡 掘 り 方

形   状 円  形 円   形 略 円 形 円  形 略 円 滑 円  形 糖 円 形

大 き さ 38× 36cm 26× 24cm 44× 40cm 28× 27cm 44× 40cm 14 14cm 48× 32cm

深   さ 49 5cm 13 5cm 35 5cn 24cm 47cn 47cm 12cm

土   色 10YR%黒褐色 OYR%暗褐色 10YRJ/8暗 褐色 ЮYR%黒褐色 10YR%掲 色 10YR%暗 褐色 10YR%暗褐色
土   貿 ンル ト質粘土 ル ト質粘土 ンルト質帖土 シル ト質 4D・土 粘土質シル ト 粘  土 粘  土

備  考
黄褐色上の小プロッ

クを少量含む

掲色粘上のブロック

を含む
褐色土ブロック 炭
化物粒を含む

黄褐色上のブロック

を少量含む
明黄褐色土 黒褐色
上のブロックを含む

にぶい黄橙

ビットNo

部   位 掘 り 方 柱 痕 跡 掘 り 方 柱 痕 跡 掘 り 方 柱 痕 跡 掘 り 方

形   状 円  形 円  形 円 形 円  形 円   形 円  形
大 き さ 36× 35cm 14X14cm (36)× (26)cm 15×  (15?)cm 28× 28cm 11 1lcm 32× 32cm

深    さ 38 5cm 38 5cm 69 5cm 61cm 25cm 25cm 37 5cm

土   色 10YR%IPa 色 10YR%暗褐色 10YR%褐  色 10YR3/3暗 褐色 10YR%黒褐色 10YR%暗褐色 10YR%黒褐色
土   質 粘土質シル ト 粘  土 粘土質シル ト 粘  土 シル ト質粘土 ンル ト質粘土 シル ト質粘土

備   考
暗褐色土のブロック

を多量に含む
炭化物 焼土を含む 暗褐色

土粒を少量含
む

褐色土のブロックを

含む

底面に浅黄色粘土あ
り

明黄褐色上のブロッ

クを少量含む

ビットNQ

部  位 掘 り 方 柱 痕 跡 掘 り 方 柱 痕 跡 掘 り 方 柱 痕 跡 掘 り 方 掘 り 方

形   状 円  形 TES円 形 楕 円 形 円  形 円  形 略 円 形 円  形
大 きさ 32× 29cm 35× 33cm 18× 15cm 28× 28cm 11 1lcm 40× 38cm 36× 33cm

深   さ 34 5cm 54cm 54cm 39 5cm 39 5cm 50 5cm 15cm

土   色 10YR%にぶい黄掲色 10YR%暗褐色 10YR%暗 褐色 10Y影
`明
黄褐色 10YR%に ぶい黄褐色 10YRO/R明 黄褐色 10YR%黒褐色 10YR%黒掲色

土   質 帖土雪ンル ト 粘  土 ンル ト質粘土 粘  土 シル ト質粘土 粘  土 シル ト質粘土 ンル ト質粘土

備   考
にぶい黄橙色上のブ
ロックを含む

明黄褐色上のプロッ

クを多く含む
暗褐色上の小ブロッ

クを多量に含む
掲色上の小プロック

を多量に含む
褐色土を霜降状に含
む
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くSD-2〉

土層NQ 土   色 土  質 備 考

I-1 OYR%H旨褐色 粘土質ンル ト ビユールを含む             畑耕作土

I-2 OYR%Π音褐色 粘土質シル ト ビニールを含む 炭化物を少量含む    畑耕作土
ユ a OYR%暗褐色 ル ト 鉄津を含む

lb OYR%黄褐色 シルト 黄褐色土をブロック状に含む

1 OYR%暗褐色 粘土質シル

OYR隊 楊 色 粘土質ンル 黄褐色土を少量ブロック状に含む

と e OYR%暗褐色 粘土質シル

11 OYR%褐  色 粘土質シル 黄褐色土をブロック状に少量含む

2a OYR%暗褐色 粘土質シル
|

心 OYR%褐 色 粘土質ンル 黄褐色土をプロック状に含む     ~|

第11図 溝 跡 断 面 図

2溝 跡
溝跡は、調査区の西端と東端で 1条ずつ 2条が検出されている。

SD-1溝跡 調査区西端の自然堤防の肩部から斜面にかかるところで検出された。上面は耕作によってかなり削
平を受けている。検出面での幅は上面で100cm前 後で、方向はN-3° 一Eで直線的にのびている。断面形は逆台

形を呈し、深さ60cm・ 底面幅40～ 50cmを 測る。底面の北端と南端とでは、高低差は認められない。堆積土は上部

が褐色シルト、下部が暗褐色シルト質粘土からなる自然堆積層である。両層から出土した遺物は、ロクロ使用を含

む土師器片106点、須恵器片 8点があるが、そのほとんどが摩減した小破片であることから、これらの遺物は遺構

の時期を反映しているものではないと考えられる。

SD-2清跡 調査区東端で、西岸の上端から底面の一部が検出された。 SI-11竪穴住居跡を切 り、溝の堆積土

除去後にSK-10土坑を検出した。検出部分の最大幅は約 2mで ある。断面形は台形を呈するものと考えられる。

溝底面の北側には、溝を横断する方向で段差があり、南側が20cm前後低 くなっている。溝の検出面からの深さは、

段の北側は95cm。 南側は122cmで ある。溝の方向は不明確であるが、N-5° 一W前後である。SK-10土坑より南

側の西岸斜面には、壁面が 2地点・3段に狭られている部分がある。各段は略平坦になっており、昇り降りの際の

足場であった可能性がある。堆積土は、人為的堆積層と考えられる黄褐色土ブロックを含む褐色の粘土質シルトな

いしシルト層と、自然堆積層と観察される暗褐色の粘土質シルトないしシルト層が交互に堆積している。層下部は

グライ化している。遺物は、第12図及び図版17に図示した陶器片 4点・磁器片 2点・木製品 1点・須恵器の斐の破

片を転用した円盤 1点のほか、各層から多数の土師器片と須恵器片が出土している。 I-7は体部外面に横位の筋

目をもち内外面に鉄釉の施された碗または重の破片、 I-8は県内産と考えられる中世陶器甕の破片、 I-9は鉢
型の瓦質陶器片、 I-10は 灰白色の釉薬施された長胴の壼の破片である。」-2は肥前産染付の皿の破片、J-3
は招絵の碗または皿の破片である。L-1は、長径約11.5cm・ 厚さ2.2cmの 楕円形を呈する円盤状の木製品で、中
央で縦に半分に折れている。残存する木目方向の側面は直線的に加工されている。中央には直径 3 cmの円孔が明け

られている。図示した遺物は、SD-2溝跡の 1層から出土したもので、掘削時の年代を示すものではないが、図

示しなかった土師器・須恵器を含めると遺物の年代は古代から中世・近世にまで及ぶ。この中で」-2の肥前産染

付皿は18世紀以降、」-3の招絵磁器は19世紀後半以降の製品と考えられることから、この遺構の年代については

近世以降と考えられる。

〈SD-1〉
土層 No 土    色 土  質 備 考

SD-1 1 OYR%褐 色 ル ト 下部に黄褐色土粒を多く含む

SD-1 2 OYR%暗褐色 シル ト質粘土 褐色土粒を含む

I OYR%暗褐色 シルト質粘土 畑耕作土

OYR酵 黄褐色 ル ト質粘土 浅黄色シル トの薄層を縞状に含む

10YR%に ぶい責褐色 ルト質粘土 暗楊色土花を霜降状に含む 浅蓑色シルトを縞状及びブロック状に含む
10YR%黒褐色 粘  土 土器片 (縄文あ り)を 含む

Ⅳ 10YR%灰黄褐色 粘  土 酸化鉄を霜降状に合む 炭化物粒を少量含む
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巨号 登録番号 種 房」 器  種 遺構番号 出上位遭 器高 日径 底径 外 面 内 面 写真図版

l I-8 陶器 甕 SD-2 1層 (58) ナ デ ナデ 県内産 17-11

2 I-9 瓦質陶器 鉢 ? SD-2 1'膏

`50)

ロクロ 下半ケズリ ロクロ 17-10

番号 登録番号 種 房」 器 種 遺構番号 出 L位摺 上 全長 幅 厚 さ 重量 特 徴 写貫回版

3 P-8 土製品 円盤 SD-2 1層 57 09 須恵器菱の転用 19-1】

4 L-1 木製品 不 明 SD-2 層 (63) 22 円盤状 中ィいに直径 3 cmの 円孔あり 18-9

5 N-10 銅製品 不明 SD-2 層 (32) (07) 95 中空 20-2]

6 N-11 鉄製品 不 明 SD-2 層 (10) (07) 桂状 20-23

第12図 SD-2溝 跡出土遺物

にぶい黄色砂質シル トを粒状に

25Y%浅黄色
1鋼絵室

黒褐色上 にぶい黄色上のブロックを多く含む
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0                                 2m

土   色 土  質 備 考

tOYR%明黄褐色 2a層 より小 さいブロックを含む
掘
り
方
埋
十

2c 10YR%明 黄褐色 粘土質シルト 明黄掲色～黒色の土壊がブロック状に混合

2c loⅥ磁 明黄褐色 粘土質ンルl 2c層 に類似するが層間に層理面あり

10YR%明 黄掲色 粘土資シルト 掲灰色粘土及び 2c類似土壊の大型ブロックを含む
|∩VR隊 明歯褐

“

もとでシルト 2d層 に類似するが層間に層理面あ り

第13図 SE-1井 戸跡
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3 井戸跡
井戸跡として明確なものは、SE-1井戸跡 (調査時はSK-2と 呼称)1基だけであるが、後述するように調査

区の中央部で検出されたSK-3・ 4・ 5土坑 (安全のため完掘せず。)についても井戸跡の可能性がある。本項で

はSE-1井戸跡について記述する。

SE-1井戸跡 調査区の北西部で検出され、東半部は調査区外となる。SI-2竪穴住居跡を切る。井戸跡周辺は

調査区中央部と比較すると掘立柱建物跡・ピットが少ない。石組みの井戸枠を有する井戸である。現地表から3.5

m、 検出面から約2.8mま で掘り下げたが底面を検出することはできなかった。

<堆積土>井戸跡の堆積土は、黄褐色ないし浅黄色の粘土質シルトからなり、自然堆積の状況を呈している。検出

0                             10cm

0                20cm

(cm g)

酢弓 登録春号 種  別 器 種 遺襦番号 出上位置 器高 口径 底径 鼻 面 内 面 写真図版

l I-2 かわらけ 皿 SE-1 掘 り方 27 50 87 ロクロ 回転系切 り ロクロ 17-9

第14図 SE-1井戸跡出土遺物

登録番号 種 別 器 種 遺構番号 出上位置 全長 幅 厚 さ 重量 特 llk 写真図版

2 K-8 給挽 き臼 上自 SE-1 1 2層 127 4899 復元外径 38 0cm                     安山岩 19-1

3 K-9 茶 臼 下臼 SE― k 1 2層 復〒外径 42 0cm                     安山岩 19-2
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面から約1.2m下がつた地点から下層には、井戸枠の石組みから崩落した石材が多数混入している。

<掘 り方>井戸の掘 り方は、直径3.lmの 円形である。壁面は約85°前後の急角度をなす。石組みと壁面との間は

30～ 50cmの間隔がある。掘り方の埋め土は、地山を起源とする明黄褐色の粘土質シルトのブロックを主体として

いるが、細かく観察すると、石の積み方に対応するように10～ 20cm間隔で積み手の違いが認められる。 (第 13図

B― B′ )石を1～ 2段積み上げる度に掘り上
'デ

た土を埋め戻し、さらに展圧を加える作業を繰り返したものと考

えられる。

<石組み井戸枠>石組みは円形に組まれているが、東偵1の上部は崩落している。石組みの規模は、残存する上部の

標高7.3m付近で外径約200cm。 内径120cm、 手掘り調査下端の標高5。 8m付近で内径95cm程である。石組みの石材

は、井戸枠の内側の表面に出るように比較的規則的に積まれた大型ものと、これらの石の裏側に掘 り方の埋め土と

ともに不規則に埋めこまれた小型のものの 2種類がある。前者は長径20～ 30cm・ 短径10～ 15cmの 扁平な楕円形の

石材 (河原石)で、長軸を放射状に配して下段の石と石の間に次の段の石を積み上げている。これらの表面に配さ

れた石の間には、詰め石状に表面側から楔状に挟まれた石も存在している。後者の石は、長径が20cm程度から10

cm以下の小さなものまであり、表面の石の隙間および裏込めとして20～ 30cmの幅で配置されている。

<出土遺物>井戸跡の堆積土及び掘り方からは、陶器・磁器等とともに多数の土師器片・須恵器片が出土している

が、第14図・図版17に は、この遺構の年代に関ると考えられる陶器・磁器を図示した。 I-2は掘り方埋め土出土

のいわゆるカワラケの皿である。ロクロを使用し、底部外面には回転糸切り痕が残る。底部から口縁部に至るまで

丸みをもって緩やかに立ち上がり、仕上げは丁寧である。 I-4は 、崩落土ないし流入土から出土した唐津の碗
で、長石釉の上に魚文のような鉄絵が描かれる。内面見込みには目跡が残る。 I-6は、 I-4と 同一個体と考え
られる日縁部の破片である。 I-5も 崩落土または流入土から出土した志野皿の底部片である。」-1は、掘り方

の埋め土から出土した肥前の染付または白磁で、器種は碗または皿と見られる。これ以外の遺物としては石臼が 3

点出土している。石臼の種別としては、粉引き臼の上臼片 1点 (K-8)と 茶臼の下臼片 2点 (K-9a・ 9b)

がある。

<遺構の年代 >崩落土ないし流入土から出上した施釉陶器 (I-4～ 6)については、16世紀末から17世紀代の年

代に位置付けられるが、掘り方から出土した肥前磁器 (」 -1)は 、17世紀後半以降のものと考えるのが妥当であ
る。したがって、流入土からは江戸時代前期の遺物が出土しているが、遺構の年代は17世紀後半以降の江戸時代中

期以降のものと考えられる。

4土 坑
土坑は10基検出されている。土坑の分布は、調査区の北西端部と東部の2箇所に別れている。東部はさらに掘立

柱建物跡の集中する中央寄りの部分と、SD-2溝跡の西岸部とに分かれ、前者には大型で深い土坑が優勢で、後

者には小型で浅い土坑が分布している。

SK-1土坑 調査区の北端で検出されSK-13土坑を切つている。平面形は不整な長方形を呈し、長軸203cm。 短
軸99cmを 測る。断面形は凹形で、深さは検出面から105cmで ある。壁面は、長辺側はほぼ垂直に掘られ、短辺側は

傾斜をつけて掘られている。堆積土は、地山を起源とする褐色ないし黄橙色の粘土質シル ト・シルト質粘土のブ

ロックを主体とし、人為的な堆積状況を呈している。遺物は、 1層から須恵器4点・土師器57点・溶解物付着土師

器 (ト リベ)1点・鉄淳 1点が、 2層 から須恵器片 2点・土師器片20点・カワラケ片 1点が出土している。カワラ

ケは皿の破片で、底部外面には回転糸切り痕跡が残る。外面は底部と体部の境付近に角がついて急に立ち上がり、

内面は底部から回縁部まで緩やかな弧状の立ち上がりとなる。

SK-3土坑 調査区の東部で検出され、SB-5掘立柱建物跡 。SK-14土坑 。SI-6・ 8竪穴住居跡を切ってい
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第15図 土坑跡 1(SK-1・ 3・ 4・ 5。 13・ 14)
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土    色 土  質 備 考

1 10YR 4/褐  色 粘土質シルト しまりあり、炭化物 焼土を含む
2 10YR%褐  色 粘土質シルト 黄橙色シルト質粘土 (Ⅱ 層起源)を ブロック状に含む
lovR/R昔袴れ ルト暫林十 Ⅱ層足源のブロックを主体としⅡ層起源の褐色粒土を粒状に含む

くSK-13〉
土    色 土 質 備 考

l 10YR%瑠勇 色 シルトζ粘土 明責褐色粘上の小ブロックを含む

くSK-3〉
土   色 土  質 備 考

1 10YR%黄褐色 シ,レ ト 1き協色粘土質シルトのプロッタを上部に多量に含む、灰責褐色とを縞状に合b

2 10YR%黒褐色 粘 土 上部に暗褐色粘上の大形のプロックを含む
3 10YR 4/6褐  色 粘  土 大形のブロック状の難稽、陪褐任結上の大形ブロックを含む

〈SK-14〉
土    色 土  質 備 考

1 10YR%に ボい黄褐色粘土質シルト 明賞褐色土、暗掲色上の小ブロックを多く合も、焼土 炭化物を含む
2 1鋭R%明黄褐色 ンルト質粘士 にぶい黄褐色上のブロックを多 く含む
3 10YR%に ポい責掲色 粘 土 明黄褐色土粒を少量含む
OVR斃 明蓋褐任 シルトζ粘土

土   色 土  質 備 %

1 25Y%黄褐色 シル ト 暗褐色ンルト質粘上の小ブロックを多く含む、全体がブロック状の地積
2 10YR紫 黒掲色 粘土質シルト 大形のブロック状の堆積、暗褐色シルト質粘上の大形ブロックを含む

3 lo】R%黒褐色 シルト質粘と 大形のブロック状の堆積、暗掲色ンルト質粘上の大形ブロックを合む
4 ЮYR%黄掲色 粘  土 ブロック状の堆稿

〈SK-5〉
土   色 土  質 備 考

1-1 10YR%にぶい責褐色シルト質粘土 暗褐色上のブロックを多 く含む

1- 10YR%黄褐色 砂質シルト にぶい黄褐色上のプロックを含む
1 lllYR%黄掲色 砂質シルト にぶい黄褐色粘上のブロックを多量に含む

1-4 10YR%黄掲色 粘  土 暗褐色粘土とのブロック状の混合層

2 10YR%暗 褐色 シルト質粘上 にぶい黄褐色シル ト質粘土 との大形ブロツクの混合層

10YR 4/4褐  色 粘  土 暗褐色上を部分的に少量含む

番号 登録呑号 種 号」 器  種 遺構番号 出上位置 器高 回径 底径 外 面 内 面 写真回版

1 I-1 かわらけ 皿 SK-1 2層 (22) 81 ロクロ 回転糸切 り ロクロ 17-8

第16図 SK-1上 坑跡出土遺物
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第17図 SK-3・ 4土坑跡出土遺物

くSK-12〉
隔随  土   色 土  質 備 考

1  10YR%にぶい責褐建シルト質粘土 層下部に褐色ンルト質粘とのブロックを多く含む、焼土 炭化物を含む

A´

ト

X=-198629

第18図 土坑跡 2(SK-7・ 10。 11。 12)

る。平面形は円形を呈し、東西軸297cm・ 南北軸248cmを 測る。検出面から125cmの深さまで調査したが底面に達

しなかった。調査部分の壁面はほぼ垂直で、一部の壁面はオーバーハングしているが、この部分については調査時

の状況から壁面の崩落によるものと判断される。堆積土は、地山を起源とする褐色ないし黄褐色の粘土またはシル

トのブロックを主体とし、人為的な堆積土または壁面の崩落土と観察される。堆積土中からは第17図の土師器高杯

・須恵器魃等の多数の上器片が出土しているが、これらの遺物はSK-3土坑が切つている竪穴住居跡に伴うもの

が壁面の崩落などによって流入したもので、遺構の時期とは直接関係していないと考えられる。

SK-4土坑 SK-3土坑の北東側1.2mの ところで検出された。sI-7・ 8竪穴住居跡を切つている。平面形は円

(cm g)

番号 登録番号 種  別 器  種 は構番号 出土位置 上 器高 回径 底径 外 面 内 面 写真図版

ユ C-50 土師器 高郭 SK-3 l層 90 ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラミガキ ナデ ヨコナデ 14-5

2 E-15 須恵器 盛 SK-3 3層 (113) (58) 57 ロクロ ヘラケズリ ロクロ          ロ縁再生 16-11

3 C-51 土師器 郭 SK-4 4層 34 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ 12-16

4 C-52 土師器 斐 SK-4 3層 (205) ヨコナデ ハケメ ヘラケズリ ヘフナデ 14-6

5 ε-16 須恵器 球 4中層 140 ロクロ 回転ヘラ切 リ ヘラ傷 ロクロ 17-7

〈SK-7〉
土    色 土  質 備 考

ЮYI協 暗褐色 粘 土 炭化物 礫 を含む

くSK-10〉
上   色 土  質 備 考

1 10■ R4/灰  色 粘  土 lt橋土にしまりなし             自然堆積

くSK-11〉
土    色 土  貿 備 考

ユ 10YR%暗 褐色 ンルト質粘土

2 10VR%褐  4L ンルト留ll十
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形を呈し東西軸189cm・ 南北軸223cmを 測る。検出面から150cmの 深さまで調査 したが底面に至らなかった。調査

部分の壁面は、上端部よりも中程が崩落によつて快れて広くなっている。堆積土は、黄褐色ないし黒掲色土のブ

ロックを主体とし、SK-3土坑と同様に人為的な堆積土または壁面の崩落土である。堆積土中からは、第17図 の

土師器杯・甕、須恵器杯など多数の土器片が出土しているが、これらも重複する竪穴住居跡に伴う遺物の流入と考

えられる。

SK-5土坑 SK-3土坑の南西70cmの ところで検出された。掘立柱建物跡との関係の明らかでないピット70。 71

・72に切られている。南側は調査区の外にのびている。検出部の平面形は半円形を呈し、東西軸227cmを 測る。検

出面から140cmの 深さまで調査したが底面に達しなかった。壁面はSK-4土坑同様に狭れて中膨らみとなってい

る。堆積土は、責褐色のブロックを主体とし、SK-3・ 4土坑と同様に人為的堆積土及び壁面の崩落土によって

埋っている。堆積土中からの出土遺物は土師器12点・鉄片 1点があるだけで、SK-3・ 4土坑と比較すると少な

い。竪穴住居跡との重複のないsK-5土坑からの出土遺物が少ないことは、sK-3・ 4土坑から出土した多数の

遺物が、重複する竪穴住居跡に由来することを示しているものと解釈される。

SK-7上坑 SD-2溝跡の西岸部で検出された。SD-2溝跡 ,SI-10竪穴住居跡 。SK-11土坑と重複する位置

関係にあるが、試掘調査の掘削により各遺構の底面よりも下がつた面で検出されたので、前後関係は不明である。

平面形は円形を呈し、東西軸87cm。 南北軸86cmを測る。断面形は緩やかな舟底形を呈し、検出面からの深さは15

cm程である。堆積土は炭化物や礫を含む暗褐色の粘土層で、自然堆積と考えられる。堆積土中からは土師器片が

5点出土している。

SK-10上坑 SD-2溝跡の西岸部で、同溝跡の堆積土除去後に検出された。平面形は円形を呈し、東西軸66cm・

南北軸67cmを測る。断面形は緩やかな舟底形を呈

し、検出面からの深さは15cm程である。堆積土は、

灰色の粘土からなる自然堆積層1層である。遺物は

堆積土中から土師器片が 3点出土している。

SK-11土坑 SK-7土坑の北側で検出された。南

側半分は試掘調査の際に削平されている。SI-11竪

穴住居跡を切つている。残存部の平面形は半円形を

呈し、東西残存軸78cmを 測る。断面形は不整形で、

底面も凹凸が著 しい。検出面からの深さは 8～ 12

cm程である。堆積土は 2層 に分けられ、 1層は暗

褐色シルト質粘土、 2層 は褐色のシルト質粘上であ

る。遺物は出土していない。

o                    2m

土    色 土  質 備 考

Ia 7 5YRl%黒 色 粘  土 極暗褐色焼土 黄掲色主 明黄褐色上のブロックを多く含む
lb 7「DYRl%黒 色 粘  土 la層 に比べて明黄掲色 シル トのプロックを混入
2 5ve/A明黄褐色 シルト 炭化物 黄褐色上のプロックを多 く含む
3 25Y%黄褐色 ル ト 明黄褐色上のプロックを少量含む (掘 り方埋土 )

4 2碗弦 明黄褐色 シルト 黄褐色土粒を少量合む      (掘 り方埋土)
loЧR%明黄褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土 炭化物 焼土を合む
10YR6/8明 黄褐色 粘土賢シルト 暗褐色土粒を少量含む

25Y%浅黄色 ンルト 上面に焼土及び黄褐色シル トを粒状に含む
2h弦 明昔褐缶 シルよ 炭イヒ物 焼土を帯状に含む

規  模 方向 (カ マ ド中心 ) カマ ド位置 壁残存高 重 複 主 柱 穴 時  期

(26× 24)m (N-23° ―E) 化東壁中央 Ocm SI-2 ф ? ⇒ SI-1 ⇒ SE-1 不   明

第19図  SI-1竪穴住居跡
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SK-12土坑 調査区西部の中央よりで検出された。SI-6竪穴住居跡を切っている。平面形は略円形を呈し、東

西軸69cm。 南北軸77cmを測る。断面形は途中で傾斜の変わる逆台形を呈する。検出面からの深さは19cm程であ

る。堆積土はにぶい黄褐色のシルト質粘土層である。遺物は堆積土中から須恵器片1点 と土師器片33点・溶解物付

着土師器片 1点が出土している。

SK-13土坑 調査区北部でSK-1土坑に東部を切られた状態で検出された。残存部の平面形は略方形を呈し、南

北軸53cmを 測る。断面形は逆台形を呈し、検出面からの深さは40cm程である。堆積土は、褐色のシルト質粘土で、

明黄褐色上のブロックを含む。人為的な堆積土と観察される。遺物は出土していない。

SK-14上坑 SK-4土坑に北半部を切られて検出された。残存部の平面形は略円形を呈し、東西軸141cm。 残存

南北軸75cmを測る。断面形は不整形で、底面には凹凸がある。深さは最深部で42cmである。堆積土はにぶい黄褐

色および明黄褐色土層である。遺物は、堆積土中から須恵器片 1点 と土師器片 5点が出土している。

5 竪穴住居跡
竪穴住居跡は住居跡と確定できない竪穴遺構を含めてH棟検出されている。竪穴住居跡は、調査区西端を除くほ

ぼ全域から重複しながら検出されている。

SI-1竪穴住居跡  〔位置 。遺存状況・重複〕調査区北西部で検出された。遺構は削平されてほとんど残つておら

ず、煙道の一部と土坑・掘り方の一部が残つているだけである。SE-1井戸跡に切られている。SI-2竪穴住居

跡と重複する位置関係にあるが、削平のために新旧関係は不明である。

〔平面形・規模・方向〕削平のため平面形は不明である。残存範囲は東西2.6m・ 南北2.4m(煙道の長さは含まな

い)である。煙道から推定される軸方向はN-23° 一Eである。

〔堆積土〕住居跡そのものの堆積土は残存しておらず、カマドの雄積土の一部と掘り方埋め土の一部が残っている

だけである。

くSI-2〉
土   色 土  質 備 考

1 10YR%にパ立ヽ責楊荏粘土質シルト 明黄褐色土 暗褐色土 炭化物焼土を含む
2a 10YR%明黄褐色 粘土質シルト 炭化物 焼土を含む、カマ ド崩落土
10YR%暗褐色 粘  土 にぶい黄橙色土を粒状に含む、炭化物 焼土を少量含む

2 [OYR%暗褐色 粘  土 炭化物 焼上を多量に含む
3 10YR 5/に ぶヤ墳楊迄 も土FAFrン ルト明黄褐色土を多 く含む、炭化物 焼土を少量含む
25Y%オ リーブ褐t 粘  土 焼土ブロックを多 く含む

25Y%オ リーブ褐色 粘  土 灰 炭化物 焼土を少量含む
5a 5 YR5/6明赤褐色 焼  土 強 く焼けた部分

10YR%責掲色 焼  土 弱 く焼けた部分

5 YR%浅黄色 粘  土 貼床 硬くしまりあり、特にカマド前面から東壁はしまりが強い
10YR%黄褐色 粘  土 浅黄色粘上を縞状に合む

7 5V%にぶい曽也 粘  土 明責褐色土粒を含む

25Y隊 明責褐色 シルト管絶J 褐色上のブロックを含む         堀 り方埋土

25Y辣 明黄褐色 ルト質粘」 浅黄色土粒 褐色土粒 を少量含む     掘 り方埋土
Pl〕 25Y%明黄褐色 粘土質シルト 黄褐色土粒 炭化物を含む
P12 7 5YR%掲 色 粘  土 にぶい黄褐色土のブロック及び明黄褐色土粒 炭化物を含む
P13 10YR%に おい黄褐咆 粘  上 明黄褐色土粒を多量に含む        柱痕跡上部
P14 25Y%にぶい責色 粘  土 黄褐色土をブロック状に少量含む
P15 5Y%にぶい責色 粘  土 黄褐色土をブロック状に多量に含む

P16 5σイ明緑灰色 lj 土 柱痕跡下部

P17 10YRO/1明 黄褐色 粘  土 褐色土粒 を少量含む

P2J 10YR%褐 色 粘  土 浅黄色粘土 明黄褐色土をブロック状に多 く含む
10YR能 にぶい黄褐t 粘  土 浅黄色粘土 明黄掲色土をブロック状に多く含む

P23 25Y/6明責褐色 粘 土 にぶい黄褐色土を粒状に含む
P24 Ю鶯 、明黄褐色 粘  土 掲色土粒 を少量含む

P31 10YR%掲 色 粘 土 i完黄色粘土 明黄褐色上のブロックを多量に含む
P32 25V斃 明黄褐色 粘  土 にぶい黄褐色土を粒状に少量含む

P33 ЮYR%浅責色 檻  土 掲色土を粒状に含む

P34 ЮⅥ弦 明黄褐絶 粘  土 浅黄色土 褐色土を粒状に少量含む
P41 10YR%掲  色 粘土質ンルト 明黄褐色上を粒状に含む、焼土 炭化物を含む

土   色 土  質 備 考

10YR%にぶヤ墳褐℃シルト質粘土 明黄掲色土 浅黄色粘上のブロックを少量含む
10YR%明 黄褐色 粘 土 明黄褐色土のブロックを少量含む

K― H 25Y‰ 黄褐色 粘  土 明黄褐色上を霜降】夫に含む

K■ 2 25Y%浅黄色 粘  土 黄掲色上を粒状に含む、炭化物を少量含む

【-21 10YR%褐 色 粘土質シルト 明黄褐色土粒 炭化物 焼土を少量含む
粘  土 貼床層に類似

1碗R堵 暗褐色 ルト質粘1 炭化物 焼上を多量に含む
K-21 25Y%浅黄色 粘  土

25Y%に ぶい黄色 粘  土 褐色土をブロック状に含む、炭化物 焼土を含む
25Y%に パい黄色 粘 土 炭化物 焼土を含む
2 5YS/4に パい黄色 粘 土

K ll 10YR%明 黄褐色 粘土資シルト 炭化物 焼上を多量に含む
10YR4/褐 色 シルト留粘1 明黄褐色上のブロックを多 く含 む
10YR%明 黄褐絶 粘  土 褐色土粒を少量含む

K一

`1

10YR味 明黄褐色 粘  土 炭化物 焼土を含む
K-6ι 10Y呼毛明黄褐色 粘  土 炭化物 焼土を多量に含む
10YR%明 黄褐色 括 土 炭化物粒を少量含む
10YR%にぶい貰髄 粘  土 炭化物 焼土を含む

K―Tl 25Y%浅黄色 粘  土 明黄褐色粘土 と互層】夫に堆積

K―F? 2弱境 浅黄色 粘  土 炭イヒ物片を含む

K-71 25Y隊 明黄褐色 粘  土 浅責色粘土及び亀 色土を粒状に多 く含む

H 7開R兆 橙 色 焼  土
7税R%明褐色 ルト賓粘圭 焼土化
2開協 浅黄色 告土賃ンルト

25Y%明黄掲色 粘  土 炭化物 焼土を含む
K-8 25Y%明黄褐色 粘  土 炭化物 焼土を多量に含む
9 1鶴kl Z黒 色 粘  土 炭化物 焼土粒 明黄色粘土粒 をまばらに含む
25V斃 明費楊色 粘  上 焼土を含む

K― H 25Y%明責褐色 粘  土 炭化物 焼土を含む、下部に炭化物 を含む黒上分布
K-12 25Y%明黄褐色 粘  土 炭化物 焼土を含む
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規   模 方向 (カ マ ド中心 ) カマ ド位置 壁残存高 重 復 主 柱 穴 時  期

63× (54)m N-69° 一W 北西壁 7～ 5cm SI-2 ⇔ SI-3 P123(+1) Ia期

ピットNo P] P3 P4

掘方形状 円  形 略楠円形 鵬丸長方形 略 円 形

掘方規模 66× 60cm 77× 61cm 63× 59cm 21× 20cm

深    さ 83cm 90cm 85cm 22cm

柱痕形状 円   形 円  形

柱痕規模 17× (10)cm 20× (16)cm

第20図 SI-2竪穴住居跡

〔床面・壁面・柱穴〕床面・壁面は残存せず不明である。柱穴も検出できなかった。

〔カマド〕カマド自体は残存していないが、煙道の先端部と考えられる落ち込みが、残存する遺構の北東部で検出

されたことから、カマドの位置は北東の壁面と考えられる。

〔周溝〕周溝は検出されていない。

〔掘り方〕掘り方の一部と考えられる不整形の落ち込みが検出されたほか、掘り方底面で堆積土に焼土や炭化物を

含む小規模な土坑が2基検出されている。

〔遺物出土状況と出土遺物〕遺存状況が悪いため、出土遺物も少なく、掘り方の埋め土中から非ロクロ土師器片 5

点、SK-1土坑から非ロクロ土師器片5点、 ・須恵器片 1点が出土しているだけである。図化した遺物はない。
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番号 登録番号 種  別 器 種 還禰沓号 出上位置 器高 回径 底径 外 面 内 面 写真図加

1 C-59 土師器 杯 SI-2 l層  床面 Wa3 4 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ

2 C-3 土師器 杯 SI-2 床面 NQ 3 27 90 ヨコナデ ヘラケズリ ガ キ 12-4
3 C-2 土 R II器 杯 SI-2 床面 Nα 3 8 15 4 111 ヨコナデ ヘラケズリ ヘ ラ ガ キ 12-3
4 C-5 土師器 郭 SI-2 6層 121 ヨヨナデ ヘラケズリ ヘ ラ ガ キ

5 C-4 土師器 杯 sI-2 P3 6層 4〕 140 ヨヨナデ ヘラケズリ rヽ ラ ガ キ 12-5
6 C-6 土師器 不 SI-2 SK-8埋 土 10 5 ヨヨナデ ナデ おヽラ ガキ 非内黒
7 C-7 土師器 境 SI-2 周溝 1層 ヨコナデ ナデ ナデ 指紋付着 14-ユ

8 C-1 土師器 高杯脚 sI-2 床面 NQ l (113) ヘラケズリ ヨヨナデ  3方透 し ヘラケズリ ヨコナデ 14-4
9 C-8 土師器 甕 SI-2 SK-1 1層 113) 16 6 ヨヨナデ ナデ ヨヨナデ ヘラナデ 14-7
C-9 土師器 甕 SI-2 SK-3埋 土 ヨコナデ ヘラナデ ヘラナデ 14-8
E-1 須恵器 杯 SI-2 床面 12 7 ロクロ ロクロ 17-1

第4章 発見遺構と出土遺物

〈SI-2〉

S,-2竪穴住居跡  〔位置 。遺存状況・重複〕調査区北西部で検出された。耕作による削平が一部床面に及び、良
好な遺存状態とは言い難いが、全体の輪郭は残っている。住居跡の北西部はSE-1井戸跡に切られ、北部から北

東部は調査区の外にのびている。またSI-3竪穴住居跡の煙道に切られている。

〔平面形・規模・方向〕平面形は、南北の大きさが不明であるため確定はできないが、柱穴の配置から東西・南北

の長さのほぼ等しい正方形を呈するものと推定される。規模は、東西6.3m・ 検出部南北長5.4mを 測る。方向は

N-69° ―Eである。

〔堆積土〕残存部の堆積土は、カマド付近を除くと、にぶい黄褐色の粘土質シルト1層からなり、残存する堆積土

の層厚は2～ 5cm程度である。

〔床面・壁面〕床面はほぼ平坦であるが、全体に西側がやや低くなっている。床面には浅黄色の粘土による貼り床

が施され、丁寧に床が仕上げられて締まっている。特に、カマド前面から反対側の壁面にかけての住居跡中央部は

締まりが顕著である。カマド周辺の床面では多数の土坑が検出され、このうちSK-2・ 3・ 6・ 8・ 9。 11土坑

には焼土・炭化物が多く認められカマド内の堆積物 (灰 。消し炭・カマド崩落土等)の処理用に掘削された可能性

が考えられる。壁面は、西壁についてはカマドの部分がやや内側に入り込むように掘られているが、他の辺はほぼ

直線的である。壁の立ち上がりは緩やかであるが、周溝部分は急な立ち上がりである。

〔柱穴〕P。 1・ 2・ 3が柱穴と考えられる。検出された3イ固の柱穴の配置から、主柱穴は4本であると推定される。

各柱穴は長軸が60～ 70cmの円形ないし不整形の掘り方で、柱痕跡は直径20～ 30cmの円形である。柱間寸法は東西

約3.2m。 南北約3.3mで ある。柱穴列と壁面までの距離は東面が1.75m。 西面が1.5m。 南面が1.65mほ どである。

カマドの反対側の東壁面中央近くには、小型のピット (P.4)があるが、このピットについては、梯子の据え穴

の可能性がある。

〔カマド〕カマドは西壁の中央に位置し、カマド奥部が住居の方形プランの外にわずかに張り出すように作られて

いる。右袖の下端部・煙道の付け根部分・燃焼部の焼土面が残っている。右袖は、壁面から人字状に開いて、約55

cmに渡つて細長く残つていた。残存部の高さは約12cmあ る。焼け面は西壁から60～ 80cm離れた部分が強く焼け、

番号 登録番号 種  別 器 種 遺構番号 出上位置 全長 幅 ナ早さ 茎 量 特 徴 写真回版

P― ユ 土製品 羽日 SI-2 6層周溝 15 ケヽメ調整 19-4
P-2 土製品 羽 日 SI-2 周溝 1層 (73) 13 ナデ調整 19-5
P-3 土製品 羽口 sI-2 床面 NQ 9 (213) 21 ヘラナデ調華 19-3
K-2 石製品 不 明 SI-2 カマ ド南ツデ 91 83 磨面あり 工具による加工痕あ り ユ8-判

K-1 石製品 砥石 SI-2 床面 10 子し径0 4cn 18-1
17 N-1 鉄製品 鏃 sI-2 6層 (29) (12) 片刃鏃 20-ユ

N-3 鉄製品 鎌 ? SI-2 周溝 1層 (11) 35 20-9
N-2 鉄製品 不 明 SI-2 貼床 6層 (21 (19) 55 方形板状 20-18
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規  模 方向 (カ マ ド中心 ) 壁残存高 重 複 主 柱 欠 時  期

44× (32)m N18° ―E N-75° 一W 北東壁中央 S12 4 ⇒ SI-3 Pl SK-1? [b期

ピットNQ Pl P2 P4

掘方形状 円  形 円   形 略 円 形 円  形 惰円形 ?

掘方規模 45× (32)cm 38× 37cm 24× 21cm 23× 22cm (50)× (14)cm

深   さ 60cm 12 5cm 21 5cm 1lcm 22cm

柱痕形状

柱痕規模

土    色 土  質 備 考

10YR%におい黄掲t 粘土質シルI 明黄褐色粘上を粒状に含む

ib 10YR%暗 褐色 粘土旨シルト 焼土粒 炭化物を多量に含む、カマ ド内堆積土 (新期 )
2a 5YR%に ぶい示協也 焼  土 2～ 3 cntの厚さで赤変

2も 10YR%褐 色 ンルト質粘土 明黄褐色土粒を少量含む
2c 10YR%褐 色 ンルト質粘土 明黄褐色土を多量に含む
3a 10YR%褐  色 シルト 炭化物 焼上を少量含む、カマ ド内堆積土 (古期 )
3b 10YR%褐 色 ンルト 炭化物 焼土を多量に含む、カマ ド内堆積土 (古期 )
3c 10YR%にパい費楊色シルト管おJ 明黄掲色上を粒状に含む

3d 10YR%褐  色 ル ト 炭化物 焼土を多量に含む
3e 10Y舷 褐 色 ル ト 明黄褐色土 暗褐色上を粒状に含む
4 10YR・/.明 黄褐色 ンルト質粘土 暗褐色土を粒状に含む、住居跡掘 り方埋土

S【
―H 10YR%にぶヤ墳掲t お土質シルト明黄褐色土粒を多く含む
10YR%に赤い責褐t 枯土質シル| 炭化物 焼土 明黄掲色土を少量含む

脂■督シルト 炭イ比物 雄■を少量合む

土    色 土  質 備 考

10YR・/h明 黄褐色 シルト質粘土 にぶい黄掲色上を粒状に含む、炭化物 焼土を多量に含む
X―

"
10YRe/8明 黄褐色 ンルト質粘土 上面に炭化物 焼土を帯状に含む
10YR%明 黄褐色 シルト質油士 炭化物 焼土を続状に含む

K-11 10YR%明 黄褐色 粘土質シルト 底面に炭化物 焼上が集積する
10YR%明 黄褐色 ル ト 浅黄色上をブロック状に含む

【
-11 10VR紫 明責褐色 粘土貿シルト 暗褐色土 炭化物 焼土を少量含む
10YR%にぶV墳褐増粘土質シルト 暗褐色土 明黄褐色土 炭化物 焼土を多く含む

K-11 10YR%暗 掲色 ンルト質粘土 焼土 炭化物 にぶい黄褐色土粒を多く合む
K-7を 10YR%にぷい責協t ンルト質粘土 にぶい黄褐色土粒及び焼土をユ層より多く含む

25Y%黄褐色 シ,レ ト 上面に炭化物 焼上を帯状に含む
25Y°/1明 黄褐色 ンルトζ粘土 黄褐色上を粒状に含む

ЮYR%黄褐色 ンルトでお土 炭化物 焼土 明黄褐色上を少量含む
10YR%褐  色 ンルト質粘土 明黄褐色上を粒状に含む
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HOcm離れたところまで焼けている。カマド本体から煙道にかけては緩やかに立ち上がっている。

〔周溝〕周溝は、壁面に沿つて各面で検出されているが、西壁部ではカマド部分は掘り残されている。周溝の規模

は幅18～ 33cm、 深さ12cm前後である。堆積土はブロック状の人為的な埋め土である。

〔掘り方〕本住居跡は、一度全体的に緩やかな凹凸が残る状態に掘つた後、凹部を主として全体的に埋め戻しを

行って平らな床面を形成し、さらに貼り床を施している。床面から掘り方底面までの深さは、深いところで15～ 20

cmあ り、全体としては西部が深く東部が浅い。掘り方の埋め土は、基本層Ⅱ層に由来する明黄褐色のシルト質粘

土である。
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〔遺物出土状況と出土遺物〕カマド周辺の床面から土師器と石製品がまばらに、住居跡中央付近から土師器と須恵

器・土製品がまとまって出土している。また、東壁際の周溝から土師器の小型の娩が、正立の状態で出土してい

る。遺物の種類としては、土師器・須恵器・砥石・石材・鉄製品・土製品がある。土師器は邦・娩・高杯
・甕など

の器種が出土している。いずれもロクロは使用されていない。杯は九底で、底部体部の境の外面に段が形成され、

内面は外面の段の位置に角が形成されるもの (C-2・ 3・ 4・ 5)と 、底部から回縁部まで緩やかに立ち上がる

もの (C-59)がある。須恵器は九底の郭で、体部は直立する。砥石は所謂分銅形のもので片方の端部には円孔が

ある。石材としたものは、砂岩を長方形の柱状に加工したもので、表面には手斧状工具による加工の痕跡が残って

いる。鉄製品には鏃・鎌・不明品がある。土製品は、羽口が出土している。

SI-3竪穴住居跡  〔位置 。遺存状況・重複〕SI-2竪穴住居跡の南側で検出され、南半部は調査区の外にのび

る。東壁と北壁に新旧2時期のカマドがある。耕作による削平が床面のほぼ全域に及び、特に南西部における撹乱

が著しく、掘 り方の埋め土も失われているが、遺存する周溝によつて全体の輪郭が推定できる。煙道部及びカマド

がSI-2・ 4竪穴住居跡を切つている。

〔平面形・規模・方向〕平面形は、四I品がやや狭まる隅九方形を呈するものと推定される。規模は、東西4.4m。 検

出部南北長3.2mを測る。方向は北カマドでN-18° 一E、 東カマドでN-75° 一Wである。

〔堆積土〕残存部の堆積土は、カマド内の凹部を除くと、住居跡の中央部に残るだけである。にぶい黄褐色の粘土

質シルト1層からなり、残存する堆積土の層厚は、厚いところで4cm程度である。

〔床面・壁面〕床面は、耕作の削平による凹凸のため、本来の状況は不明である。撹乱を除去した面では、住居に

伴うと考えられる多数の土坑・ピットが重複して検出された。土坑のうち、SK-2・ 4・ 7土坑には焼土・炭化

物を多く混入する土壊が堆積している。壁面は、カマド部分がやや内側に湾入するように掘られているが、他の辺

はほぼ直線的である。壁は残存していないので、壁面の立ち上がりは不明である。各壁面は周溝で観察すると中央

が外狽1に わずかに膨らんでいる。

〔柱穴〕P.1・ 5が柱穴に関るピットと考えられる。また、SK-2土坑として調査した遺構も、カマドの位置を変

更した段階での柱穴の可能性がある。

〔カマド〕カマドは北壁と西壁の2箇所で検出されているが、両方とも袖等のカマド本体の構築土は残存していな

い。燃焼部の焼け面の残存状態から、焼け面の残っていない北壁側のカマドが古く、焼け面の残存する東壁側のカ

マドが新しいと解釈される。両カマドともカマド本体の奥部が住居跡壁面の外側に張り出している。

北側のカマドは、北壁中央より東側に寄つており、北壁を三等分した場合、東寄りの1/3の所にカマド中軸が

位置する。カマド本体中央付近は、住居跡床面よりやや窪んでいる。SI-2竪穴住居跡を切つて煙道先端の落ち込

みが検出され、北壁面から煙道の先端までは1.4mを測る。

3

0                     10Cm

(cm B)

番号 登録番号 種 別 器  種 置穏呑号 出上位置  取上番 器高 回径 底径 外 面 面内 写真回版

1 C― H 土師器 坑 SI-3 SK-5 (61) ヘラケズリのちヘラミガキ ヘラミガキ 14-2

2 C-10 土師器 杯 SI-3 SK-4 (44) ヨコナデ ヘラミガキ 12-6

3 ε-19 須恵器 郭 SI-3 1)冒 (17) 11 7 回転ヘラケズリ ロクロ 16-15

第23図 SI-3竪穴住居跡出土遺物
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東側のカマ ドは、本住居跡がほぼ正方形のプランとした場合、東壁中央より北側に寄って位置している。カマ ド

の本体にあたる部分は長軸 (奥行き)118cm・ 短軸 (幅)62cmの精円形に窪んでおり、カマド全体の 1/2～ 1/
3が住居跡の外側に張り出している。カマド底面は、東壁のライン上を中心にして焼けている。

〔周溝〕周溝は、検出された各面に存在しているが、北壁面ではカマ ド部分は掘り残されていた可能性がある。周

溝の規模は幅18～ 38cm、 検出面からの深さは5cm前後である。堆積土はブロック状の人為的な埋め土である。

〔掘り方〕掘り方の埋め戻し土層の厚さは、床面の残存部で7cm前後で、掘り方の底面には緩やかな凹凸がある。

掘り方の埋め土は、基本層Ⅱ層に由来する明黄褐色のシルト質粘土層である。
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規  模 方向 (カ マ ド中心 ) カマド位置 壁残存高 複重 主 柱 穴 時   期
54× (3 N― ] ― E 北壁中央 10～ 3cm SI-4 ⇔ SI-3 P1 2 Ib期



くSI-4〉
土   色 土  質 備 考

1 10YR%褐 色 七土雪シルト 明黄褐色土 炭化物 焼土を少量含む
lb 10YR 4/4褐  色 古土質シルト 明黄褐色土粒を縞状に含む
lc 10YRS/4明 黄褐色 ルト質粘1 褐色上粒 を含む

2 10ЧR%明黄褐色 粘 土 掲色上のプロックを含む      新期カマ ド構築土
3 10Ⅵ弦 暗褐色 粘  土 炭化物 焼土粒を多量に含む   古期カマ ド内堆積土
3 10VR%明 黄褐色 古土質シルト 戊化物 焼上を多く含む      古期カマ ド構築土
4 OVR%褐  色 ととなシルト明黄褐色上を粒状に多 く含む      周溝内jt繕土
lωR隊 明黄褐色 粘  土 褐色土粒を少量含む          周溝内堆積土

10YR%にぶい費格t 粘  土 明黄褐色土粒を多 く含む        煙道内堆橋上

10YR%にぶサヽ責褐寵 粘  土 a層 より粒子が細かい         煙道内堆積土
b 10YR F/1に ぶい責褐色 シルト質粘土 明黄褐色土粒を含む、炭化物を少量含む 煙道内堆積土
7 5YR%に示い褐色 告土質ンルト カマ ド内堆積土

10YR%明 黄褐色 粘土質シル| 褐色上を粒状に含む         カマ ド内堆積土

d 25Y%浅責色 帖  土 炭化物 焼土を少量含む
5a 10YI協 羽黄褐色 シルト賓粘1 にぶい責褐色上のプロックを多 く含む

5b 10Ⅵ」る明黄褐色 シルト質粘土 にぶい黄褐色土粒を少量含む

P卜 1 10YR%にぶVヽ☆褐迄粘土質シルト 明黄褐色上を統状に含む、炭化物 焼上を少量含む
10YR%黄褐色 シルト質粘土 明黄褐色上をプロック状に含む       柱痕跡 ?

P13 loYR%明 黄褐色 粘 土 褐色土粒を含む
10YR%明 黄褐色 雪粘J 暗褐色土を粒状に少量含む

10YR%にぶt墳褐t 炭化物を少量含む、 しまりなし        柱痕跡
10YR%褐  色 質粘J 明褐色上の少ブロックを含む        柱痕跡

10YR%褐 色 炭化物 焼上を少量含む
10YR%褐 色 給上質レルト 明黄褐色土粒を少量含む
1傲k%明黄掲色 粘土貿ンルト 褐色土粒 炭化物を少量含む
5v%明赤褐色 焼  土 焼面

25Y6/1にぶい資を 粘生資シルト 暗褐色土粒 を多 く含む

25Y%に ぶい黄色 落と質シルト 炭化物 焼土粒を多 く含む
25Y%浅黄色 粘  土 炭化物 焼土粒を縞状に含む
25Y%浅黄色 粘 土 暗褐色上を粒状に含む
25Y%浅黄色 粘  土 炭化物 焼土を多量に含む
10YR/6明 責褐色 粘土質シルト 褐色土を粒状に含む

5Y%浅責色 檻  土 炭化物 焼土を少量含む
25Y紫 明責褐色 粘  土 炭化物 焼土を多量に含む、ブロック状に堆積
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Pl

掘方形状 隅丸長方形 略 円 形

掘方規模 69× 57cm 62× 55cm

浜   さ 83cm 60cm

柱痕形状 円  形 円   形

柱痕規模 14× 13cm 13× 17cm

〔遺物出土状況と出土遺物〕床面からの出土遺物はなく、堆積土・土坑から土師器・須恵器が少量出土しただけで

ある。図化した土師器には杯と娩がある。郭は、やや平底化した九みのある底部から湾曲しながら立ち上がり、外

傾する口縁に至るものである。娩は浅鉢状のもので、体部が緩やかに湾曲して立ち上がり、日縁は直立気味になっ

ている。須恵器は、杯の底部から体部にかけての破片で、九底気味の平底の外面は丁寧に回転ヘラ削り調整がなさ

れている。

SI-4竪穴住居跡 〔位置・遺存状況。重複〕調査区西部、SI-3竪穴住居跡の東側で検出され、南半部は調査区
の外にのびる。耕作による掘削の深い部分は、床面も部分的に削平されている。特に検出部の西部の撹乱が著し

い。西壁の一部はSI-3竪穴住居跡に切られている。

〔平面形・規模・方向〕平面形は、方形を呈するものと推定される。規模は、東西5.4m・ 検出部南北長3.lmを測

る。方向はN-1° ―Eである。

〔堆積土〕堆積土は、カマド部を除くと、褐色の粘土質シルトを主体とする。層厚は、厚いところで19cm程の覆土

が残存する。

〔床面・壁面〕床面は、耕作の撹乱により部分的に失われているが、残存部は比較的平坦である。カマドのある北

壁寄りには多数の土坑が重複して存在し、特にカマドに向って右側に多い。土坑のうちSK-2・ 6・ 7・ 9。 10

。13土坑の堆積土には焼土・炭化物が多く混入している。壁面は、ほぼ直線的で、立ち上がりは急である。

〔柱穴〕P,1・ 2が検出部の主柱穴で、円形の柱痕も確認されている。柱の間隔は295cmあ る。柱の北列と北壁と

の間隔は115cm、 西壁とP,1間隔が105cm、 東壁とP.2と の間隔がHOcmである。

〔カマド〕カマドは北壁の中央に位置している。焼け面と袖の状況から同位置で前後 2時期の作り替えがある。新

期のカマドは、前段階のカマドの燃焼部を、カマドの基部とともに数cmの厚さで粘土で覆い、カマド基底部を10

cm程高くしてから本体を構築したと考えられる。(第24図上)

土    色 土 質 備 考

2誦夕 明責褐色 IIL 土 炭化物 焼土を多量に含む、 1層 より大型のプロックが進橘
K―‖ 25Y%に ぶい責色 シルト質粘土 明黄褐色上のプロックを含む、プロック状の堆積
2碗%明黄褐色 シルト質粘土 炭化物 焼土を含む、プロック状の堆積
25ψてにぶい黄色 ンルト質粘士 焼上のプロックを多量に含む

10YR%明 黄褐色 粘上質ンルト 掲色上粒を含む

10YR/8明黄褐色 粘土質シルト 燐上のプロックを多 く含む

K―

`]

10VR隊 明黄褐色 ル ト 褐色土粒を少量含む

10YR%暗 掲色 ルト質粘土 褐色土粒 焼上粒を含む
10YR%黒褐色 省土質シルト 焼土粒 炭化物土粒を含む
10YR%褐 色 粘土質ンルト 暗褐色上のブロックを含む
10YR%暗褐色 粘土質ンルト 赤褐色 暗赤褐色の焼土粒を多量に含む
10YR%褐 色 粘土質シルト 雄土泣を少量含む
10YR隊 褐 色 ンルトで粘土 雄土粒を多量に含む、褐色上のプロックを含む
10YR%にぷ崚楊ぞ 粘  土 明黄褐色土を粒状に含む

10YR%褐 色 粘土質シルト 浅黄色上を粒】丈1こ多 く含む

2開吻 浅黄色 粘土質ンルト 褐色土を粒状に少量含む
10YR%褐 色 粘土質シルト 炭化物 焼土を多畳に含む
25Y/4浅黄色 粘土質シルト 炭化物 焼土粒を多く含む
25Y/4辰貢色 貼上留シルト 炭化物 焼土粒を少量含む
10YR 4/4褐 色 佑土質シルト 上面に炭イヒ物 焼上が分布、明責褐色土の少ブロックを含む
10ЧR蛯 明黄褐色 貼土質シルト 褐色土粒を少量含む

loЧR%明黄褐色 粘  土 炭化物 焼上を粒状に含む
1鋭R%掲  色 粘土質シルト 明黄褐色上のプロックを多量に含む、炭化物 焼土を多量に含む
10YR%褐 色 粘土質ンルト 炭化物 焼上を多量に含む
lω員%褐 色 粘  土 炭化物 雄上を多量に含む
2 5VS/A明黄褐色 粘  土 炭化物 焼土を縞上に含む
2 5YO/A明黄褐色 粘  土 褐色粘土を粒状に含む
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古期のカマドは床面上にカマド本体を構築している。カマド袖の基部は、左右対称でなく、右袖の焚き口側の端

部が左袖に比べて大きく内側に折れ曲がり、袖の先端はカマドの中軸近くに位置している。これは、焚き日がカマ

ド中央より左に寄って作られていたことを示すと考えられる。袖の変化と対応し、カマド内部も底面の強く焼けた

部分が左側に寄っている。古期のカマ ドの袖の下からは土坑が検出され、SK-13土坑のように多量の焼土混じり

の土壊が検出されていることから、古期としたカマド以前にも別のカマドが存在した可能性がある。

〔周溝〕周溝は、検出された各壁面下に存在しているが、北壁面のカマド部分は掘り残されている。周溝の幅は、

平均的な部分でも22～ 45cmと 開きがあり、北東角付近はさらに幅が広い。深さは15～ 20cm程で、断面形は逆台形

を基本としているが、西壁部は周溝内狽〕壁面の途中にテラス状の平坦部が形成されている。北壁の底面には、掘削

の際の工具による痕跡と想定される小さな凹凸がある。

〔掘り方〕掘り方の埋め戻し土層の厚さは、10～ 20cm程で、掘り方の底面には緩やかな凹凸がある。掘り方の埋め

土は、基本層Ⅱ層に由来する明黄褐色のシルト質粘土層である。

〔遺物出土状況と出土遺物〕カマド脇の床面から土師器杯が3個体出土したほか、住居跡堆積土及び床面検出遺構

0
0                     10cm

番号 登録春号 種 号」 器  種 遺構番号 出上位置 上 器高 口径 底径 外 面 内 面 写真回版

1 C-12 土師器 郭 SI-4 床面 Nα l ヨコナデ ヘラケズリ ^ヽ
ラ ガキ 12-7

2 C-13 土師器 イ SI-4 床面 No 3 41 0 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ 非内黒 12-8

3 C-16 土師器 郭 SI-4 K-6 埋■ 2層 (37) 0 ヨコナデ ヘラケズリ ヘ ラ ガキ 12-H
C-14 土師器 ネ 1,膏 6 ヨコナデ ヘラケスリ ヘ ラ

5 C-15 土師器 杯 SI-4 SK-3 1層 (31) 2 ヨコナデ ヘラケズリ ヘ ラ ガ キ 12-10

6 C-17 土R顧器 郭 SI-4 1層 (17) ヨコナデ ヘラケズリ ヨコナデ 関東系 13-1

7 C-18 土師器 イ sI-4 1層 (20) ヨコナデ ヘラケズリ ヨコナデ 関東系 13-2

C-19 土師器 イ SI-4 1層 ヨヨナデ ヨコナデ 関東系 13-3

土師器 箋 床 面

`61
ヨヨナデ ヘラナデ

語号 登録番号 種  別 器 種 置権番号 出上位置 全長 幅 )享さ 重量 特 徴 写真回版

P-4 土製品 羽回 sI-4 l層 (35) 14 先端部破片 19-6

K-4 石製品 不明 SI-4 SK-7 16 金属器による擦痕 削 り痕 18-7

K-3 石製品 不明 SI-4 SK-7 35 5 金属器による擦痕 削 り痕
N-4 鉄製品 不明 SI-4 l層 (19) 鎌 ? 20-10

鉄製 品 不 明 ミK-6 2層 (22) (10) 110 20-12
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中からも、土師器を主とする多数の遺物が出土している。図化した遺物には、土師器・石製品・鉄製品・土製品が

ある。土師器はいずれもロクロを使用 していないもので、杯と甕がある。郭は、日径の割に器高の低い九底のもの

である。底部と口縁部の境は、外面にはいずれも段が形成され、内面には角が形成されるものと、九 く緩やかに湾

曲するものがある。また、「関東系土師器」と呼ばれている、内外面とも橙色を呈し、日縁部がS字状に屈曲する

薄手で小型の杯片 (C-17・ 18。 19)も 出土している。甕は小片が多いが、その中に頚部と口縁部の境の外面に軽

い段が形成され、日縁が強く外反するものがある。石製品は、直径が 5 cm程の扁平な自然石で、表面に金属器に

よると観察される擦痕や削った跡が観察されるものが 2個出土している。鉄製品は、鉄の棒を輪状に折り曲げたも

のと、片方の端部が折れ曲がっている板状の製品がある。土製品は羽日の破片が出土している。

静    再 土    色 土  質 備 考

I 25Y%暗オリーブ褐色 シル ト 耕作土
SI-61 10YR%にぶい奮褐佳七土宵シルト 明責褐色土粒 を少量含む

10YR%黒褐色 粘土質シルト 明黄褐色上  にぶい黄褐色土粒を含む
loⅥ脇 暗褐色 粘  土 にぶい黄褐色土粒を少量含む

10YR 2/8黒褐色 ンルト質粘土 明黄褐色上  にぶい黄褐色上のブロックを多量に含む
10YR%明黄褐色 シルト質粘土 黒褐色土粒を少量含む

0                     2m

Y=+5894

半 x=祖閉

規   模 方向 (カ マ ド中心 ) カマ ド位置 壁残存高 重 複 主 柱 穴 時   期
29× (06)m (N-90° 一E) 11～ 3 cm

第26図 SI-5竪穴遺構

SI-5竪穴遺構  〔位置・遺存状況・重複〕調査区中央部、SI-4竪穴住居跡の東側で、遺構の北端部が検出され
た。南半部は調査区の外にのびる。P.52・ H5切 られているが、竪穴住居跡との重複はない。

〔平面形・規模・方向〕平面形は、方形を呈するものと推定される。規模は、東西2.9m。 検出部南北長0,6mを測

る。一辺の長さが 3mに も満たないことなどから、竪穴住居跡とは別の遺構の可能性が高い。北辺の方向はN―

90° 一Eである。

〔堆積土〕堆積土は、にぶい黄褐色の粘土質シルト層 1層である。

〔床面・壁面〕床面は、ほぼ平坦である。壁面は直線的で、立ち上がりは比較的急であるが、北壁の西半分には、

途中にテラス状の段がある。

〔柱穴・カマド・周溝〕いずれも検出されていない。

〔掘り方〕掘り方及びその埋め戻し土層はない。

〔遺物出土状況と出土遺物〕堆積土中から土師器細片が 6点出土しただけで、図化した遺物はない。

SI-6竪穴住居跡  〔位置・遺存状況・重複〕調査区中央部の北側で検出された。SK-3土坑 。SI-7・ 8竪穴
住居跡に東辺を切られ、北辺部は調査区外にのびている。後述のように5時期程度の床面の改変がある。改変毎に

床面のレベルが高くなり、最終床面の一部は耕作による削平を受けている。平面形は、初期プランでは方形を呈し

ていたと考えられるが、その後 3時期の改変があり、改変毎にプランの変形と規模の縮小が行われている。以下、

各段階毎の概要を古い順に記述する。

<5層底面―初期床面一段階>(第 27図上)

〔平面形・規模・方向〕平面形は、方形を呈するものと推定される。規模は、東西検出部長5.6m・ 南北検出部長

5.2mを測る。方向はN-58° 一Eである。
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〔床面・壁面〕床面は比較的平坦である。

及び周溝があるだけで、遺構は少ない。

Ｏ
Ｐ４

床面は、西北壁中央付近で検出された焼け面と、柱穴と考えられるP.

焼け面は位置関係からカマドに伴う焼土と考えられる。

Y=+5894

X l鑑懃+
♂

SI-8掘方底面
検出 PI

SI-7

当

X I鑑切+
Y=+5894

7

7 60m O

X=-198627

Y=+5900

〈5層底面 (初期床面)〉

6

♂

ど
置

C

740m当

X=-198627

Y
十
抑
(4層の分布 (4層上面)と 5層上面〉

0                    2m
(SI-6初 期)

第27図 SI-6竪穴住居跡(1)

規   模 方向 (カ マ ド中心〕 カマ ド位置 壁残存高 重 棲 主 柱 穴 時  期
(53X49)m N-58° 一W 北西壁中央 17～ O cln SI-6⇔ SI-7⇒ SK-3 ～ Ib期 )
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〔柱穴〕P.4が住居跡の対角線上に位置することから、南西角の主柱穴と考えられる。 P。 4を 、カマドを反映す

る焼土面を通る住居跡東西軸線で折り返した位置に北西角の主柱穴が存在すると推定され、その間隔は約3.4mと

復元される。P.4を 3.4m南東の方向に展開した南東角の主柱穴は、SK-3土坑の中央付近となる (第 28図下)。
この柱配置で、北東角の主柱穴の位置を推定すると、SI-8竪穴住居跡の掘り方底面で検出されたピット状の落ち

込みの位置にあたり、前記の推定復元と符合する (第27図上)。

〔カマド〕カマドは残存していないが、焼け面の存在と、その部分で他の竪穴住居跡と同様に周溝が途切れること

から、西北壁中央に位置していたと考えられる。焼け面の中心は、壁面から約65cm離れている。

■60m町基を
層
t塁吾:面

Y=+5894

浄1986洋

P14

X=-198627

760m当 SK-4 ド
′

2ボ

760m¬
申皓6牛
Y=+5894

〈2面 〉

櫛  ゴ
′

制m

輛
宣

抑M
∇
′
乾 ;

″
4´

P5
7 60m Ⅵ Ⅳ

′
当 P10ド

′

760m

支浄‐魅6牛    
＼

Y=+5894

くSK 2掘 り下げ後の1層上面〉

0                    2m

SK-3

●`ミ、 
面鞘

第28図 SI-6竪穴住居跡(2)



ピットNQ P-4 P6 P9 P ll

掘方形状 円   形 円 形 ? 円  形 不整楕円形 略 円 形 略 円 形

掘方規模 50× 48cm 58× (23)cm 47X44cm 76X61cm 47× 44cm 35× 34cm

深   さ 40cm 55cm 32cn 71cm 25cm 31cm

柱痕形状 円   形 円  形 円  形 円  形

洋痕押棲 13× 12cm 17× (8)cm 18× 16cm 12X13cm

第 4章 発見遺構と出土遺物

くSI-6〉

〔周溝〕周溝は、各壁面直下の床面で検出されたが、カマドが存在したと推定される部分は掘り残されている。周

溝の幅は15～ 20cmである。

〔掘り方〕掘り方及びその埋め戻し土層はない。

<5層上面と4層上面段階>(第 27図下)

〔平面形・規模・方向〕 1回 目の改変は、基本層Ⅱ層に類似する明黄褐色土 (5層 )を、住居跡の壁面に沿って貼

りつけるように敷設して竪穴の規模を縮小している。平面形は、基本的には前段階と同様に方形を呈するが、南西

壁面には凹凸が見られ、壁面の傾斜は緩やかになっている。さらに、住居跡中央付近には3～ 5cmの厚さで貼り

床 (4層 )を施している。規模は、東西検出部長5。 4m。 南北検出部長5,2mと なり、方向はN-58° 一Eで変化は

ない。5層の壁際への貼り付けと4層 の貼り床との間には、5層上面に際立った汚れが確認されないことから、作

業工程に伴う時間差は存在するとしても、長期の時間差は無かったものと解釈される。

〔床面・壁面〕床面は比較的平坦であるが、壁際の床面は緩やかに傾斜しながら高くなっている。壁面の傾斜は、

前段階と比較するとかなり緩やかになっている。

〔柱穴〕P.4が主柱穴として存続する。新に柱痕跡を有するP.17・ 18が検出されているが、役割は不明である。

〔カマド〕カマドは、前段階と同位置に築かれ、左袖の基部が残存する。前段階の焼土面は明黄褐色土 (4層 )に

よって覆われている。焼け面の受熟状況は前段階よりも弱い。カマドの支脚として使用された可能性のある柱状の

石材が横転した状態で出土している。

P14 P17

掘方形状 不整楕円形 不整楕円形 楕円形 ? 不整楕円形 楕 円 形 円 形 ? 円   形

掘方規模 54× (33)cm 43× 36cm 28(20)cm 71× 60× (41)cm 77× (55)cm

深   さ 44cm 7cm 23cm 37cm 42cm 52cm 35cm

柱痕形状 円  形

稚痕規模 17× 14cm

土 色 土  質 備 考 土 色 土 質 備 考

2弱甕 暗灰黄色 粘  土 炭化物 焼土 明黄褐色土を多量に含む 25Y%明黄褐色 も土腎シルト炭化物 焼土粒を多量に含む
Ⅲ′25Y%オリーブ褐色 粘 土 明黄褐色上のプロックを多く含む 10VR%にぶヤ崚髄 粘上質シルト 炭化部 焼上を多量に合も
10YR%にぷい黄褐迄 炭化物片及び焼土ブロックを多 く合む |【

-lι 10YR%にぶい責橙包粘土質シルト

101 Rl%黒 色 炭化物 炭イヒ物 (炭)の集積 10YR%にがい責協色 粘土質ンルト 明黄褐色土粒 暗褐色土粒を多く含む
(―を′ 5V%オ リーブ褐荏粘土質ンルト 炭化物を多量に含む lo鶯、明黄褐色 粘  土 にぶい黄褐色土 暗褐色土 炭化物を多く含む
25Y%黄褐色 粘土質シルト 炭化物 焼土を縞状に含む 10YR%黒掲色 ンルト質粘士 明責褐色土粒 炭化物粒 を少量含む
75Y%褐 色 粘土質シルト 炭化物粒 焼土粒 灰を含む ЮYR%暗掲色 も土留シルト明黄褐色上の小ブロックを多 く含む
10YR%黄掲色 ル ト 明黄褐色土粒を含む 10YR6/s明 黄褐色 lBr 土 暗褐色土粒 を少量含む

25Y%浅黄色 粘土質シルト 黄褐色土粒 炭化物 焼土を含む P51 5Y/4浅黄色 ンルト質粘土 明黄褐色土 褐灰色土絃及び炭化物 焼上を含む
10YR%明 黄褐色 粘 土 黄褐色土をブロック状に含む、焼土 炭化物を含む P62 loЧR%明黄褐色 粘土貿シルト にぶい黄褐色上のブロックを含む

25Yイ 辰東色 粘  土 明贅褐色上のブロックを含む        (貝 占床 ) P53 10YR%明 黄褐色 粘土質ンルト 暗褐色土粒を多く含む

tttR%明黄褐色 ルト質粘土 暗褐色上の小ブロックを含む P54 10YR%明 黄褐色 粘土資シルト 暗褐色土粒を少量含む

10YR 5/6黄 褐色 ンルト質粘土 (周溝埋土 ) 10YR%黒 掲色 ンルト質粘土 明黄褐色上を多 く含む

1∽偲比 明黄褐色 粘  土 暗褐色土粒を少量含む、しまりあり 10YR%明 黄掲空 祐土質シルト 黒褐色土粒を少量含む

10YR%明 黄褐色 粘  土 炭化物 焼土を多く含む、しまりなし 1 25Y%黒褐色 ンルト質粘土 明黄褐色土粒を多 く含む

5YR%橙 色 焼  土 焼面           5層 上面～ 4層上面期カマ ト 25Y%黒褐色 ンルト質粘上 明黄褐色上をブロック状に含む

10YR%明 黄掲色 粘  土 基本層 4層が変色    5層 上面～ 4層上面期カマ ト 25Y4/1ォ リーブ掲色 粘土質ンルト 明黄褐色土粒を含む

10YR酵 明責褐色 粘土督シルト 炭化物 焼上を多量に含む 25Y4/8ォ リーブ褐色 粘土質シルト 明黄褐色上の小プロックを多く含む

5YR%橙  色 焼  土 焼面上部              5層 底面カマ ド 25Y%暗灰黄色 ルト質粘土 明黄褐色土の小ブロックを含む

5YR%暗赤掲色 焼  土 焼面下部              5層 底面カマ ド 25Y%明黄掲色 粘  土 暗灰黄色土粒 を少量含む

25Y%浅黄色 粘  土 基本層 4層 10YR%褐  色 シルト 明黄褐色土 暗褐色土を含む、焼土 炭化物を少量含む
1鋭家%明黄掲色 粘  土 にぶい黄褐色土粒を多く含む 25Y%黄褐色 粘  土 明黄褐色上のブロック 炭化物粒を多く含む
1い偲院 明黄褐色 粘  土 にぶい黄褐色上のプロックを多量に含む P92 25Y%浅黄色 粘  土 炭化物 焼土粒を含む

10YR‰ 明黄禍色 IIJ 土 暗褐色上のブロックを含む P99 25Y%にぶい黄色 粘 土 明黄掲色土 暗オリーブ褐色上のプロックを多量に含む
OYR隊 明責褐色 粘  土 にぶい黄褐色土粒 炭化物 焼土を多 く含む 25Y%浅黄色 粘  土 黒褐色土をブロック状に多 く含む

7 5YR%橙  色 焼  土 25Y%浅黄色 粘  土 黒褐色土をブロック状に少量含む

10YRl%黒 色 庚化物 炭化物 (炭 )の 集積 P16 粘  土 黒褐色土を粒状に少量含む

3 lo鳶、明黄褐色 粘土質シルト 炭化物 焼土を少量含む
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番号 登録を号 種  別 器  種 置構番号 出上位置 X上蕃| 器 高 口径 底径 外 面 内 面 写真固版

1 C-28 土師器 林 SI-6 P5掘 り方 (35) ヨコナデ 12-13

2 C-25 土師器 不 SI-6 (37) ヨヨナデ ナデ ヘラミガキ

3 C-29 土師器 郭 SI-6 2層 (36) ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ 12-14

4 C-27 土師器 不 SI-6 2層 3) ヨコナデ ナデ ヘラケズリ ヘラミガキ 12-15

5 C-31 土師器 台付郭 SI-6 2層 0) ヨコナデ 樹脂付着 樹脂付着 14-3

6 C-26 土師器 杯 SI-6 1層 2) ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラミガキ

C-42 土師器 杯 SI-6 ヨヨナデ ヘラケズリ 関東系 13-5

8 C-44 土師器 杯 SI-6 6) ヨコナデ ヘラケスリ ヨコナデ 関東系 13-7

9 C-45 土師器 4●

TN SI-6 1層 6) ヨコナデ ヘラケズリ ヨコナデ 関東χ 13-8

C-43 土師器 郭 SI-6 1層 7) ヨコナデ ヘラケズリ ヨコナデ 関東系 13-6

C-41 土師器 不 SI-6 2 3層 ヨコナデ ヘラケズリ ヨヨナデ 関東系 13-4

C-24 土師器 高杯脚 SI-6 SK-2-2層 llo 3 (34) 3方透 し ヘラケズリ ヨコナデ 12-12

C-30 土師器 鉢 SI-6 5層 (79) ヨヨナデ ハケメ ヨコナデ ナデ 14-10

C-40 土師器 甕 SI-6 Pl l層 (70) (116) ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ
C-22 ±1市器 甕 SI-6 l層 (63) (183) ヨコナデ ナデ ヨコナデ ナデ

C-21 土師器 甕 SI-6 1層 (110) 24 0 ヨコナデ ハケメ ナデ ヨコナデ ナデ 14-9

C-23 土師器 養 SI-6 1層 20) (206) ヨヨナデ ナデ ヨコナデ ナデ

E-2 須恵器 不 SI-6 5層 (39) (108) (66) ロクロ 底都ナデ ロクロ 17-2

E-3 須恵器 高台郭 5層 (1 95 ロクロ

第29図 SI-6竪穴住居跡出土遺物佃)
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］巧 登録春号 種 房U 器 種 遺構番号 出上位置 器高 回径 底径 外 面 内 面 写真日版
1 C-34 土師器 イ(と リベ) SI-6 ヨコナデ ヘラケズリ 溶解物付着

2 C-37 土師器 不(と リベ) SI-6 P4掘 り方 (22) かヽラ ガ キ 溶解物付着

3 C-32 土師器 イ(と リベ) SI-6 ユ層 ヨヨナデ ヘラケズリ 溶解物付着 13-9
C-33 土師器 杯(と リベ) SI-6 2層 (51) ナデ ヘラケズリ 溶解物付着 13-10

5 C-36 土師器 イ(と リベ) SI-6 SK-2-1層  2層 (23) (14 7) ヨコナデ ヘラケズリ 溶解物付着 口縁再生 13-15
6 C-35 土師器 イ(と リベ) SI-6 P4掘 り方 (178) ヨコナデ ヘラケズリ 溶解物付着 日縁再生
C-39 土師器 甍(と リベ) SI-6 1層 溶解物付着 溶解物付着 13-14

8 C-38 土師器 霊(と リベ) SI-6 2層 (37) ケヽメ ナデ 溶解物付着 13-

許号 登録番号 種  別 器 種 遺構番号 出上位置 R上なラ 全長 幅 )軍さ 重量 特 徴 写真回加

9 P-5 土製品 羽口 SI-6 SK-2 2層 16 外面ヘラケズリ調整 19-8
P-7 土製品 土玉 SI-6 検出面 14 16 17 35 直径 3mmの 円7し 19-9
K-5 石製品 ロロ石 SI-6 SK-3 1層 18-3
K-6 石製品 SI-6 SK-2 1層 18 擦痕削 り痕あ り 18-8
N-20 鉄製品 U字欽先 SI-6 2層 上面 16 191 0 20-14

14 N-7 鉄製品 不明 SI-6 1層 (34) 11) (〕 1) 70 20-22
N-8 鉄製品 不 明 SI-6 1層 (57) 輪状製品の破片 20-16
N-27 鉄製品 釣針 ? SI-6 1層 30 ちもと折近し 20-13

第30図 Si-6竪穴住居跡出土遺物(2)
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〔周溝〕この段階以降周溝は存在しない。

<2層上面段階>(第 28図上)

〔平面形・規模・方向〕 2回 目の改変は、先のプランをさらに炭化物や焼土の混入する 2・ 3層 で埋め、竪穴の南

北幅を狭く作り変えている。竪穴の上部が削平を受けているために、狭くなって長方形を呈するプランが竪穴の全

体の規模であるのか、南北の両壁際が一段高くなって、前段階と同様の規模の方形プランを呈していたのか判断で

きない。狭くなった部分の大きさは、東西検出部長5.4m。 南北幅3.2mを測る。軸方向は基本的に前 2段階と変わ

らない。

〔床面・壁面〕床面は緩やかな凹凸があるが、比較的平坦である。南西部は、次段階 (1層 )の改変による削平を

受けている。この段階の床面では新に数基のピットが掘られている。また、北壁中央近くには、強く焼けた床面

と、その横に炭と焼土を多量に含む土坑 (SK-4土坑)が検出されている。壁面は緩やかに立ち上がる。なお、

2層 を敷設する際に竪穴の中央付近に土師器の高台郭 (C-31)を 正立の状態で埋め込んでいる。この土器の内外

面には漆と観察される樹脂が付着し、内面にはヘラ状の工具で器壁に沿つて撫でた痕跡が残つている。

〔柱穴〕P,4は主柱穴として存続すると考えられ、P,4と狭くなったプランと対応するようにP.12・ P.5が直

角に位置して並ぶ。この東西が長く、南北に短い柱配置は、北壁を2層の立ち上がりに、南壁を4・ 5層 の立ち上

がりとした場合に、竪穴のほぼ中央に位置する。

〔カマド〕カマドは、この段階になると廃絶される。

<1層上面―SK-2-段階>(第 28図下)

〔平面形・規模・方向〕この段階では、2層上面段階の凹地を1層 によって埋めた後、新に不整形の上坑 (SK-2

土坑)を掘削し、その不整形の凹面を床面としている。SK-2土坑は、検出面は不整形のプランで、大きさは東

西3.5m・ 検出部南北長約3.5mを測る。土坑に方向性は認められないが、建物自体は前段階の柱を踏襲していると

考えられる。

〔床面 。壁面〕SK-2土坑の床面は、中央部が窪んで皿状になっている。床面には、全面的に炭化物が分布して汚

れている。炭化物は厚いところで2cm前後の層状に堆積している。また、土坑の北部と西部に、床面が強く焼け

ている部分か検出されている。壁面の立ち上がりは緩やかである。

〔柱穴〕P。 4・ P.12・ P,5が柱穴として存続すると考えられる。

〔カマド〕カマドはない。

以上のようにSI-6竪穴住居跡は4段階の変遷をしている。

〔遺物出土状況と出土遺物〕SI-6竪穴住居跡からは多数の遺物が出土している。特に 1・ 2層以降の床面及び堆

積土中からの出土遺物が多い。遺物の種別としては、土師器・須恵器・石製品。鉄製品・土製品がある。出土土師

器は、ロクロを使用しないもので、杯・台付杯・高郭・鉢・甕がある。杯には在地の丸底杯のほかに「関東系土師

器」の杯片 (C-41・ 42・ 43・ 44。 45)も 多数含まれている。また、 トリベに転用されて溶解物が付着した土師器
の破片も多数出土している。須恵器は、図化した郭片 2点のほか、甕の破片も多数出土している。石製品として

は、割れた自然石を叩き石として使用したものと、擦痕と削り痕跡のある小礫がある。鉄製品は、U字状鍬先・釣

針などがある。土製品には、羽日の破片と土玉がある。また、2層 より上層では鉄津が多量に出土している。

SI-7竪穴住居跡  〔位置・遺存状況・重複〕調査区東部北側で検出され、北半部は調査区の外とこのびる。sI-6
・8竪穴住居跡を切り、南東部をsK-4土坑に切られている。

〔平面形・規模・方向〕平面形は、方形を基調とするものと考えられるが、検出部の西南角は鈍角となり、西壁中

央部にかけて広がっている。規模は、東西4.2m・ 検出部南北長2.2mを測る。方向はN-89° 一Eである。

〔堆積土〕堆積土は、にぶい黄褐色のシルト質粘土を主体とする。層中に所謂「灰白色火山灰」と観察される白色
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規   模 方向 (カ マ ド中■ヽ ) カマ ド位置 壁残存高 重 複 主 柱 穴 時  期

東壁中央 15～ 12cm Sl-8 ⇔ SI-6 ⇒ SI-7 不 明 巨c期

土    色 土  質 備 考

1 10YR%にぶい責褐色 ルト質粘土 炭イヒ物 焼土を少亘含と、底面に炭化物分布、灰自色大山灰を少畳合も
2a 10YR%にぶい責褐色 ンルト質粘土 明黄褐色土を縞状に含む

10YR%に Jい費褐色 ンルト質粘士 明黄褐色土をブロック状に多量に含む

3a 10YR%黒 掲色 粘  土 焼土 炭化物を多量に含む
10YR%黒 褐色 粘  土 焼上のブロックを含む

3c 25Y塊 明責褐色 ンルト留粘土 炭化物を含む

5Yt/R橙黄色 焼  土 焼面上部

5YR3//明 赤褐色 焼  土 焼面下部

10YR%褐 色 粘土質ンルト 戊化物 焼土 明黄褐色土粒を多量に含む

土   色 土  質 偏 考

10YR%におヤ墳協t 粘土質シルト 炭化物 焼上を少量含む、明黄褐色土粒を多く含む
10YR%にぶい賞褐t 粘土質シルト 炭化物 焼土 明黄褐色土粒を合も、灰白色火山灰粒を含む
10YR%暗褐色 粘と資シルト 炭片及 d能土プロックを多 く含む
10YR%褐 色 粘土宵ンルト 炭化物片を多 く含む、焼土粒 明費褐色上粒を含む
ЮYR%黄褐色 ンルト質粘土 明黄掲色土 暗褐色上のブロックを多 く含む
10YR%にぷい責協極粘■質シルト 明黄褐色上粒を少量含む

K-1 10YR%にパい黄協色粘土質ンルト 明黄褐色土粒を多量に含む

10YR%暗褐色

第31図 Si-7竪穴住居跡

の土壌が少量含まれている。

〔床面・壁面〕床面はほぼ平坦であるが、炭化物・焼土粒によって汚れている。床面上では大型の土坑が4基検出

されている。壁面は、南壁は直線的であるが、西壁は多少の出入りがある。壁面の立ち上がりは急である。

〔柱穴〕柱穴と考えられるピットは検出されなかった。

〔カマド〕カマドは東壁に位置している。この住居の平面プランが正方形であると推定した場合、東壁におけるカ

マドの位置は、南壁寄りの三等分線付近にあたる。カマドの奥部は壁面の外側へ30cmttU字状に張り出している。

カマド底面に残る焼け面は、左の袖に寄った位置で検出されている。

〔周溝〕周溝は検出されていない。

〔掘り方〕掘り方は検出されていない。

〔遺物出土状況と出土遺物〕カマド周辺の床面などから遺物がまとまって出土している。出土遺物には、土師器・

須恵器・石製品・鉄製品がある。土師器はロクロを使用したものが主となっており、ロクロを使用していないもの

は混入品と考えられる。ロクロ使用の土師器には、杯と甕がある。郭はロクロ調整の後に内面ヘラミガキのうえ黒

色処理されたものと、ロクロ調整だけで黒色処理されないものとがある。ロクロ使用の土師器奏は、口縁部が受け

口状のもの (D-6。 7)と 、端部が僅かに外反するだけのもの (D-9)が ある。須恵器は、杯と甕が出土して

いる。杯は回転糸切り無調整のもので、器高の割に底径が小さい。石製品は結晶質安山岩の板状剥片を素材とする

もので、片面に広い範囲で磨耗が認められる。鉄製品は、L字状に折れた破片である。
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［万 登録看号 種 男」 器 種 遺構番号 出上位置 器高 口径 底径 外 面 内 面 写真図版

1 C-58 土師器 ネ Sl-7 床面直上 (38) 154 ヘラミガキ ヘラケスリ ヘ ラ ガ キ

2 D-23 土師器 杯 SI-7 床面 SK-2-1疱 No 6 (31) ロクロ 回転糸切 り ヘ ラ ガ キ

3 D-21 土師器 杯 SI-7 I層 ロクロ 回転糸切 り ヘ ラ ガ キ 15-6
4 D-22 土師器 高台付 lTN SI-7 [層 76 ロクロ 回転糸切 り ヘラミガキ 15-7
5 D-1 赤焼土器 耳 SI-7 I層 51 ロクロ 回転糸切 り ロクロ 15- 1

6 D-5 赤焼土器 14N SI-7 1層  SK-3 1層 45 57 ロクロ 回転索切 り ロクロ 15- 5

7 D-3 赤焼土器 ITN SI-7 ロクロ 回転糸切 り ロクロ 15-3
8 D-2 赤焼土器 琢 SI-7 1層 ロクロ 回転系切 り ロクロ 15-2
9 D-4 未焼土器 ネ SI-7 1層 SK-2-1層 58 ロクロ 回転糸切 り ロクロ 15-4
D-8 土師器 甕 SI-7 床面 (166) ヘラケズリ ロクロ ヘラナデ ナデ

11 C-49 土師器 甕 SI-7 SK-3-1層 (101) (232) ヨコナデ ハケメ ヨヨナデ ヘラナデ
12 D-6 土師器 斐 SI-7 1層 (54) (194)

13 D-7 土師器 甕 SI-7 1層 (69) ロクロ ロクロ

第32図 SI-7竪穴住居跡出土遺物(1)
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登録番号 種 男U 器  種 畳構番号 出上位置 器高 日径 底径 外 面 内 面 写真図版

1 D-9 土師器 養 SI-7 SK-3 1層 (63) ロクロ 16-1

2 E-5 須恵器 不 SI-7 床面 lqQ l (33) ロクロ ロクロ

3 E-4 須恵器 郭 SI-7 床面 ロクロ 回転糸切 り ロクロ 17-3
須烹器 薯 SI-7 床面 No 3 ロクロ 16-12

懸号 登録呑号 種  別 器  種 置構番号 出上位置 え上呑 全長 幅 厚 さ 重量 特 徴 写真図版

5 K-7 石製品 砥石 ? SI-7 床面 167 19 361 5 片側に擦面あ り 18-5
6 N-26 鉄製品 不明 SI-7 1層 (27) 45

第33図 SI-7竪穴住居跡出土遺物121

くSI-8〉
土 色 土 質 備 考

1 10YR%褐  色 下部に黄褐色土粒 を含む、土器片 を多量に含む

2 10YR%暗褐色 暗赤掲色焼土ブロック、炭片を含む

3 10YR%褐  色 焼土粒を少量含む、土器片を含む

10YR%褐  色 黄褐色土 焼土粒を多く含む
5 10YR%褐  色 炭化物を多量に含む、暗赤褐色焼上を多 く含む

6 7 5YR%暗 褐色 明赤褐色焼土ブロック 炭化物 灰 を多量に含む
7 10YR 4/.褐  色
8 10YR%暗褐色 暗赤褐色焼上のプロックを多 く含む

9 10YR%黒褐色 シルト 灰を多量に含む、焼土粒を多 く含む、しまりなし
10 10YR%黒褐色 粘  土 灰を多量に含む、しまりなし
11 loⅥ吻 黒褐色 粘 土 灰 焼土 炭化物を多く含む、しまりなし
12 10YR%暗褐色 蓋褐色上のブロックを含む

10YR%にぶい責褐[ 炭化物を少量含む

14 10YR%責褐色 しまりあり(貝占床)

10YR 4/褐  色 黄褐色上のブロックを含む、焼土粒 を含む

10YR%暗褐色 質粘と 下部に黄褐色及び褐色上のプロックを多く含む

イ 10wR%にぶい責程抱 下面に焼土 灰力S分布
10YR%にぷい☆雛 焼土粒を少量含む、黄掲色上のブロックを含む

10YR%にぶサ墳褐℃ 燐土 炭化 Ifbを 含む
10YR%褐  色 焼土粒を少量含む、 しまり強▼

A 10YR%褐  色 暗褐色土ブロック、責褐色土ブロック、焼土粒を含む(掘方埋土)

10YR%暗褐色 焼土 炭化物粒 を少量含む
―
12 10YR%にぶヤヽ黄椙迄 暗褐色のブロックを含む
-1] 10Y津ヽ にぶい責澄t 暗褐色土少量含む

10YR%褐  色 ンルト質粘土 黄褐色上のプロックを含む、焼土炭化物を少量含む
10YR%に沐い責橙也 シルト質粘土 黄褐色上のブロックを含む

-1` 10YR%にぷヤ靖駆 粘  土

(-21 10YR%褐  色 黄褐色上を霜降状に含む、灰 白色シル トを含む (火灰 ?)

10YR%黒褐色 褐色上のブロックを少量含む

K-2〔 10YR%暗褐色 黄褐色上のプロックを少量含む

K-3 10YR%褐  色 黄褐色上のブロックを少量含む

k] OvR3/t暗 褐 伯 明苦楊仕十 1F十 のプロックを寡豊に含む、炭イヒ物を含む

土 色 土  質 備 考

【 1 10Y翼%におい責橙色シルト質粘土 明黄褐色上のプロック 焼土粒を少量含む
K―Ⅲ 10YR%褐 色 ンルト質粘土 黄掲色土のブロック 焼土ブロック 土器片を多く含む
10YR%褐 色 ンルト質格土 黄褐色粘上のプロックを含む
10YR%にぶい責協色 褐色上のブロックを含む

10YR笏 にぶヤ叢楊住 ルト雪恕土 暗褐色上のプロックを含む

P21 10YR%褐 色 ルト質粘1
10YR塊 褐 色 暗掲色土粒 を少量含む、底面グライ化

10YR%にぶい責褐色シルト質粘土 褐色土のプロックを僅かに含む

10YR%にぶい賞褐色ンルト質粘土 暗褐色土粒 を少量含む

lllYR 9/4暗褐色 シルト質粘土 褐色土粒を多量に含む、焼土粒を僅かに含む

10YR%黄褐色 ルト質粘土 暗褐色土粒及δ小プロックを僅かに含む
1碗R%褐 色 ルト留粘土 上部に黒協色粘上を薄い縞状に、下部に暗褐色粘土をブロック状に合む

10YR J/4暗褐色 ルト質粘と 焼土を少量含む

P43 10YR%褐 色 ンルト貿粘土 暗褐色粘上のプロックを含む
10YR%黄褐色 シルト質粘土 褐色上のブロックを多く含む
10YR%褐  色 ンルト質粘主 暗褐色土をブロック状、粒状に含む
10YR 4/1褐 色 ンルト質粘土 暗褐色上のプロックを僅かに含む

10YR%褐 色 ンルト質粘と 黄褐色上の小ブロックを多量に含む、焼土粒を含む
10YR 4/A褐 色 卜菅祐士 暗褐色上の小プロックを含む、焼土粒 を含む

10YR酵 黄褐色 ンルト質お土 tB色上の小ブロックを多量に含む

10YR%褐 色 ルト質粘上 炭化物 焼土を含む
10YR隊 褐 色 ンルト質粘土 焼土プロック 黄褐色上のプロックを含む
10YR%暗褐色 ンルト質粘上 焼土ブロック 褐色土ブロックを多量に含む
10YR%褐 色 ンルト質粘土 焼土 を含む

5ЧR%にぶヤ跡褐色 焼土面

10YR%掲 色 炭化物 を含む

10YR%暗褐色 炭化物 を含む

7「jYR%黒褐色 焼土 灰 炭化物を多量に含む
10YR%褐 色 ンルト質粘土 暗褐色粒 焼土粒を少量含む
10YR 1/6掲 色 シルト質粘土 暗褐色土を霜降状に含む、焼上の小ブロックを多量に含む

10YR S/6黄 褐色 ンルト質粘土 褐色土のプロックを含む

10YR%黄褐色 シルト質粘土 ほは均―の上壊、焼土を僅かに合も、下部に暗褐色土粒を少量含む
10VR・/9塁楊任 ンルト暫粘十 灰  炭化物を多豊に含む
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焼面

規  模 方向 (カ マド中心) カマ ド位置 壁残存高 重 複 主 柱 穴 時  期

47×
`47)

N-79° 一E 東壁 30～ 24cm SI-9 ⇒ SI-8 ⇔ SI-7 P1234567 巨a期

〈SI-8〉
ビットNQ Pl P2 P3 P5 P7

掘方形状 円  形 略 円 形 楕 円 形 円  形 楕 円 形 楕 円 形 円 形 ? 略 円 形

掘方規模 36× 33cm 36× 35cm 54× 44cm 39X38cm 50X41cm 40× (33)cm (36× 8)cm (50)× 44cm

深   さ 60cm 39cm 52cm 78cm (36)cm (33)cm (28)cm 36cm

柱痕形状 円  形

柱痕規模 1lcm 14× 一cm 12× 一cm

第34図 SI-8竪穴住居跡
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悪号 登録呑号 種 屠J 器  種 置構番号 出土位置 器 高 口径 底径 外 面 内 面 写真団版

1 D-24 土師器 琢 SI-8 l層 (39) 16 2 ロクロ ヘラミガキ

2 D-11 土師器 整 SI-8 カマド SK-1 (43) 11 6 ロクロ ロクロ 16- 2

3 D-10 土師器 棗 SI-8 1層 (218) 110 格子叩きのちロクロ ロクロ ナデ 16-3
4 D-12 土師器 甑 ? SI-8 掘り方 (52) 27 16-6
5 E-12 須恵器 郭 SI-8 煙道底面 14 6 回転ヘラ切り 墨書「七古市」 17-4
6 E-8 須恵器 杯 SI-8 I層 40 14 0 回転ヘラ切 り

7 E-11 須恵器 ネ SI-8 1層 回転ヘラ切 り ?の ちナデ

8 E-10 須恵器 林 SI-8 l層 91 底部調整不明 17-6
9 E-18 須恵器 不 SI-8 カマ ト (28) 91 回転ヘラ切 り ロクロ 16-14

E-9 須恵器 郭 SI-8 14層 41 14 6 底部切 り離 し不明のちナデ ロクロ 17- 5

11 E-13 須恵器 蓋 SI-89 検出面 (20) 天丼部回転ヘラケズリ ロクロ 16-9
12 E-14 須恵器 蓋 SI-8 1層 (14) ロクロ と6-10
E-7 須東器 率 l層 23 4 ロクロ 16-1

第35図 SI-8竪穴住居跡出土遺物

き号 登録番号 種 ,」 器  種 遺構番号 出上位置 又上春堤 全長 幅 厚 さ 重量 徴特 写真図膀

N-9 鉄製品 鎌 ? SI-8 1層 (28) (41) (05) 70 薄板状 20-8
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SI-8竪穴住居跡  〔位置 。遺存状況・重複〕調査区東部で検出され、北半部は調査区の外にのびる。SI-7竪穴

住居跡に北西部の堆積土上部を、またsI-11竪穴住居跡に南西部の堆積土上部を削平され、SK-3・ 4土坑に西

壁と住居跡中央を切られている。多くの遺構に切られてはいるが、住居跡本体の掘り方が深いために、住居跡中央

部を除くと保存状態は良好である。

〔平面形・規模・方向〕平面形は方形を呈する。規模は、東西4.7m。 南北約4.7mを測る。方向はN-79° 一Eであ

る。

〔堆積土〕堆積土は厚いところで30～ 40cmあ り、 1層の掲色シルトを主体とするが、カマド周辺は複雑な堆積状況

を呈する。

〔床面 。壁面〕床面はほぼ平坦である。東壁面から30～ 50cm離れたところから、住居跡の東側 2/3の床面は、約

2.5mの幅で、黄褐色のシルト質粘土により貼り床が施されている。壁面は、各面とも直線的で、壁面の立ち上が

りは急である。

〔柱穴〕対角線上の4隅に各 2個のピットが検出されたことから、建替えが行われ、柱穴に2時期の変遷があると

判断される。最初の柱穴は、P.5・ 6・ 7・ 8で組み、その後やや内側に寄ってP.1・ 2・ 3・ 4の組合せで建

替えられている。前者の柱間間隔は2.4m前後、後者は2.3m前後である。柱列と壁面までの距離は、建替え後で東

壁と西壁が1.0～ 1.lm。 南壁と北壁が1.1～ 1.2mである。

〔カマド〕カマドは東壁中央に位置し、袖部と煙道部が比較的良く残つている。袖部は、両袖とも壁面から80cm程

度のびており、カマドの先端で約90cmの幅がある。高さは、床面から20～ 30cmほ ど残っている。袖部の断面を観

察すると、両袖とも、壁際と先端側で積み手に大きく2時期の違いがあり、先端側が新しい積み土によって築かれ

ている。このことから、このカマドは、東壁に近い部分を残して造り替えが行われたと観察される。また左袖の新

旧の積み土の境目に、左広がりの斜めに焼け面が残っていることから、最初の袖は現状よりもやや北に寄っていた

か、袖の開きが大きかつたものと推察される。カマド本体と煙道部の境は、東壁のライン上で段がつき、煙道側が

30cmほ ど高くなっている。煙道は、長さ160cm。 幅20～ 25cmで、住居の外に向って低くなるように傾斜する。煙

道の先端はピット状に一段低くなっており、底面からほぼ完形の須恵器郭が伏せた状態で出土している。

〔周溝〕周溝は、南壁と西壁直下で検出されたが、東壁と調査範囲内の北壁下では確認されなかった。検出部の周

溝は、幅10～ 30cm・ 深さ10cm前後である。

〔掘り方〕住居跡の一部を除き、床面のほぼ全面に渡る掘り方が検出された。掘り方は、壁際の幅40～ 90cmの範囲

が特に溝状に深くなっており、この部分の掘り方底面には、掘削具の痕跡と観察される小さな凹凸が検出されてい

る。

〔遺物出土状況と出土遺物〕SI-8竪穴住居跡からは多量の遺物が出土しているが、そのほとんどは堆積± 1層 中

から出土した土師器・須恵器の小破片である。土師器は、杯と甕の破片・把手片がある。須恵器は杯・蓋・甕など

がある。須恵器杯の底部は、回転ヘラ切り無調整のものと、切り離し技法が不明でナデ調整されるものがある。煙

道端部から出土した須恵器杯 (E-12)の 底部外面には「七古市」の墨書がある。土器以外には、鎌の断片と考え

られる鉄製品の破片が出土している。

Si‐ 9竪穴住居跡  〔位置 。遺存状況・重複〕調査区東部北側で検出された。西狽Jを sI-8。 11竪穴住居跡に掘り

方に至るまで切られている。南辺は調査区の外にのびる。このため、調査ができたのは住居跡の北東部だけであ

る。

〔平面形・規模・方向〕直角に折れて接する北壁と東壁の一部しか検出されていないので、全形は不明であるが、

柱穴の配置から一辺が5.5～ 6.5mの方形を呈するものと推定される。方向はN-15° 一Wである。

〔堆積土〕堆積土は、10～ 20cm残 り、 1層の暗掲色のシルト質粘土を主体とするが、壁際にはこれより明るい褐色
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規  模 万同 (カ マ ド中心 ) カマ ド位置 壁残存高 重 複 主 柱 穴 時   期
(N-56° ―W) (北西壁 ?) 18～ 1lcm SI-9 ⇒ SI-8 ⇒ SI-11 P2 3 4 5 Ia期 ?

ビットNQ Pl P3 P5

掘方形状 円 形 ? 不整楕円形 不整楕円形 不整楕円形 楕 円 形

掘方規模 46X (36)cm 70× (46)cm 62X52cm 64× 49cm 77× 50cm

深   さ 16cm 45cm 39cm

性痕形状 長 方 形 方   形 長 方 形

柱痕規模 21X12cm 16X16cm 22× 10cm

土 色 土 質 備 考

1 10YR U/1暗褐色 シル 瞥粘1 福色土粒 焼土 炭化物 土器片を含む
2 10YR%褐  色 シル 責褐色土粒 雛土 炭化物を合む
10YR%褐 色 黄褐色上のプロックを含む

4 10YR 4/4掲 色 質粘と 黄褐色土粒 を含む

5 10YR%にぶい責褐t 粘  土 にぶい橙色土粒 酸化鉄粒をまばらに含む
10YR 4/6褐 色 炭化物 焼土を多量に含む

7 10YR%暗褐色 6層上面からのカクラン

10YR隊 褐 色 暫粘土 暗褐色土のプロックを含む

A 10YR%褐  色 黄褐色土 暗褐色土ブロック 焼土 炭化物 土器片を含む
【11 10YR C/6明黄褐色 粘土質シルト にぶい責褐色土粒を含む

10YR%黄 r●t色 粘土質ンルト 明黄褐色土粒を多 く含む
10YR%にぶい黄楊色シルト質粘土 明黄褐色シル ト質粘土粒を多量に含む、焼土粒を含む
OVR隊 明責楊存 にぶい黄褐色土粒を多く含む、焼土 炭化物を少量含む

土 色 土  質 備 考

10YR%明黄褐色 粘  土 にぶい黄褐色土粒を少量含む
25Y%黒褐色 粗  砂

10YR 6/6明 黄褐色 ルト貿粘土 にぶい黄掲色土粒を含む

P21 10YR%明褐色 褐色土粒を多量に含む (柱痕跡 )

ЮYR%褐  色 ンルト貿お土 暗褐色及び黄褐色上の月ヽブロックを多量に合む、焼土粒合む
10YR%黄褐色 ンルト質粘土 掲色土粒を少量含む
10YR%にぶい黄褐色ンルト質粘土 にぶい黄栓色上のプロックを含む

10YR%にぶヤ域掲色ンルト質llI土 暗褐色粘土を霜降状に合む (柱痕跡 )

10YR%黄掲色 ンルト質粘土 炭化物及び褐色上 にぶい黄褐色上のプロックを少量含む
10YR%にホい責禍笹 ンルト留恕土 掲色上のイヽプロックを少量含む

OYR斃 黄褐色 ンルト質粘土 掲色土粒 焼土粒 を含む (柱痕跡 )
10YR%褐  色 ンルト貿粘土 暗褐色土及び責褐色土ブロックを多量に合む
10YR%褐 色 黄褐色土粒 暗褐色土粒 を少量含む

第36図 SI-9竪穴住居跡
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土が流入している。

〔床面 。壁面〕床面はほぼ平坦である。床面で検出された遺構は少なく、汚れも少ない。残存する壁面は、各面と

も直線的で、壁の立ち上がりは急である。

〔柱穴〕住居跡の床面で検出されたP.2・ 5と 、SI-8・ 11竪穴住居跡の掘り方底面で検出されたP.3・ 4の 4

個で柱穴が構成される。柱穴のうち、柱痕跡の検出ができたP。 2・ 3・ 4は、柱痕跡の平面形が長方形ないし方

形を呈している。柱の間隔はP.3-P,4が 2.35m・ P。 3-P.2が2.55mで 、北列と北壁間隔が140cm前後・東

列と東壁の間隔が190cm前後である。

〔カマド〕検出部及び残存部ではカマド及び焼け面は検出されていない。SI-9竪穴住居跡と同じ方向に向いて建

てられているSI-2・ 6竪穴住居跡は、いずれも西壁にカマドが設置され、出土遺物も同時期頃のものと判断され

ることから、SI-9竪穴住居跡についても、削平された西壁にカマドが存在した可能性が考えられる。

〔周溝〕周溝は検出されていない。

〔掘り方〕住居跡の中央部の一部分と東壁際を除き、検出された床面のほぼ全面に渡る掘り方が検出された。東壁

際は、10～ 30cmの幅でテラス状に掘り残されていた。この部分については、一度掘り方を埋め戻した後に、東壁

際だけを、掘り方を埋め戻した段階の床面レベルに合わせて拡張したことによる段差であると推察される。掘り方

底面は、全体的に著しい凹凸があり、掘り方の深さには5～ 27cmの幅がある。東壁側におけるテラス状の部分の

際と、北壁際の掘り方は、不整形の溝状に深く掘られている。この部分の掘り方底面には、掘削具の痕跡が小さな

凹凸となって残つている。

番号 登録蓉号 種  別 器  種 遺構番号 出上位置 器高 日径 底径 外 面 内 面 写真回版

ユ C-57 土師器 郭 SI-9 1層 26) ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ

2 C-56 土師器 杯 SI-9 1層 (27) 9 ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラミガキ

3 C-55 土師器 雰 SI-9 埋 土 (40) 0 119 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ

4 C-54 上師器 耳 SI-9 1層 43 4 ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラミガキ 12-17

5 E-20 須恵器 蓋 SI-9 I層 (15) 6 ロクロ ロクロ 16-8
6 E-17 須蕉器 書 層 33 ロクロ        つまみ径38 ロクロ      かえり径14

番号 登録番号 種 号」 器 種 遺構番号 出上位置 全長 薩 厚 さ 重量 特 徴 写真図版

7 K-10 石製品 砥 石 SI-9 掘 り方 (78) 48 177 5 角柱】犬 秒 培 18-2
8 N-14 鉄製品 鏃 SI-9 1層 (105) 09 20-3
9 N-15 鉄製品 鏃 SI-9 掘 り方 (97) 15 140 20-4

十製品 羽 回 1層 (44) 19
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〔遺物出土状況と出土遺物〕堆積土中からは多量の土器片が出土しているが、確実に床面の遺物として取り上げる

ことができた遺物はない。調整痕跡の明確な土師器には、

ロクロを使用したものはない。堆積土から出土した土師器

の杯は、内面黒色処理された有段の九底杯が占めている。

土師器以外には、須恵器・鉄鏃・砥石・羽国が出土してい

る。須恵器は各器種の破片があり、このうち蓋には内面に

カエリのあるものと、端部が下方に折れ曲がるだけのもの

がある。

辞

ト
土層ゝ 土    色 土  質 備 考

1 10YR%褐  色 黄褐色土及び黄褐色土粒 を多 く含む

2 10YR%褐  色
3 10YR%にぶい費褐色 暗掲色土粒を少量含も

3′ 10YR%にがい賞褐色 黄褐色上のプロックを含む

10YR%褐 色 黄褐色土粒 炭化物を含む
5 10YR%褐 色 黄褐色上のブロックを含む

6 10VR%lg褐 色

A 10Yミ %褐  色 暗褐色上のブロックを多 く含む

10YR%褐  色 暗褐色上のブロックを少量含む

10YR%明黄褐t 粘土質シルト 黄褐色土 暗褐色上のブロックを少量含む
K-12 25Y%浅黄色 粘土質シルト 暗褐色土 黄褐色上のブロックを多く含む
10YR I%黒 色 炭化物 明黄褐色土を粒状に少量含む

S(-2を OYR%明黄褐色 祐土質シルト 明黄褐色土 浅黄色粘上のブロックを多く含む
10YR 5/揚灰色 粘  土 浅養色粘上のブロックを多 く含む

10YR 4/褐灰色 粘  土 浅黄色粘土のプロックを含む

25Y%浅黄色 粘  土 褐灰色粘土を粒状 I 含む

25Y%浅黄色 粘  土 褐灰色粘土を粒状に少量含む

SD-2

一〓

‐Ｏ
　
　
Ｘ却十

760m駒  SK-1 ド

SK-2
町7 60m l＼

ピットNo

掘方形状 楕 円 形

掘方規模 46× 30cm

1朱   さ (20)cm

柱痕形状 (円 形 ?)

柱痕規模 (14× 13)cm

760m駒
P125 FE

略 _導 ギ誌
規  模 方向 (カ マ ド中心 ) カマ ド位置 壁残存高 重 複 主 柱 穴 時   期
(34× 27)m N-10° 一E? 】比日き? な し P125? I b期 ?

第38図 SI-10竪 穴住居跡
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番号 登録番号 種 号U 器 種 遺櫛番号 出土位置 器高 回径 底径 面 内 面 写真図版

1 C-53 土師器 筆 SI-10 埋 士 (164 (194 ヨコナデ ナデ ハケメ ヨヨナデ ナデ

番号 登録番号 種 男U 器  種 遺構番号 出上位置 全長 幅 厚 さ 童量 特 徴 写真回版

2 N-13 鉄製品 鏃 SI-10 埋土 (56) 75 20-5
N-12 鉄製品 鎌 SI-10 掘 り方埋土 (78) 37 本体3 2cm端 部折返 し 20-■

第39図 SI-10竪 穴住居跡出土遺物
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SI-10竪穴住居跡 〔位置 ,遺存状況。重複〕調査区東端部で検出された。東側をsD-2溝跡に切られ、北側は
調査区の外にのびる。SI-9竪穴住居跡と接しているが、重複は確認できなかった。

〔平面形・規模・方向〕西壁と南壁が直角に折れ、平面形は方形を基調とすると推定されるが、全容は不明である。

Y=+5900

抑8詐

抑8牛
♂́

Y三 十5900

‐鋸
昨

「
..Y=+5906

740mtt SK-l P′
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2

740mЬ  SK-2 P′

〒

740m当

ド
笞
ヨ
Ｆ

く床面〉 穐

４０
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７

X198昨
Y=+5900

cta:

⑥KJ

く掘り方底面〉

P3

規   模 方向 (カ マ ド中心 ) カマド位置 壁残存高 重 複 主 柱 穴 時  期
46× (26)m (N-82° ―W?) 東壁 ? 32～ 27cm SI-9 ⇒ SI-11 Pl (3) Ⅱb期

ットNQ Pl P2

掘方形状 円   形 円   形 円 形 ?

掘方規模 45× 43cm 43× 39cm 48× (40)cm
深   さ 52cm 43cm 53cm

柱痕形状

柱痕規模

土 色 土  質 備 考

10YR%褐 色 シルト質粘土 にぶい黄褐色上のブロックを含む、しまり強し
K-11 10YR O/6明 黄掲t 粘土質シルト 褐色土のブロック 焼土粒を含む
10YR%黄褐色 粘■資シルト 炭化物 焼上を多く含む

К-11 10YR%にぶ了噴掲t 粘 土 底面に酸化鉄 マンガン集積
7 5YR%褐 色 焼土粒を少量含む

10YR%褐  色 暗褐色上のブロックを含む

10YR妬 暗褐色 質粘土 褐色土ブロック 焼土粒をわずかに含む
4 10YR%にぶい責褐だ 褐色上のブロックを含む

10YR%暗褐色 質粘i 褐色上のブロックを多量に含む

10YR%暗褐色 黒掲色土及び褐色上のブロックを少量含む

10YR%褐 色 質粘土 暗褐色土のプロックを多量に含む

P31 10YR%黄褐色 褐色上のプロックを多く合む

10VR%暗褐色 褐色土 賠褐色土 にぶい黄褐色上のブロックを多量に含む
ЮYR%にぶい☆褐t 褐色上のブロックを含む、炭化物 焼土を含む

P34 10YR%黄褐色 暗褐色上 焼土を少量含む
10YR%褐 色 暗掲色土粒を含む

土 色 土  質 備 考

la 10YR%に ぶい昔協

“

ンルト質粘土 明黄褐色土を粒状に含む、底面に炭化物の集積あり

lb ЮYR%褐 色 お土質シルト炭化物 焼土 明黄褐色土粒を少量含む
2 10YR%にぶい黄橙色貼土質シルト 褐色土を粒状に含む
イ 1帆駅%暗褐色 ンルト質粘土 黄褐色土粒 炭化物粒 焼土粒を含む
A 10YR%暗褐色 掲色土ブロック 炭化物 焼土 遺物を含む (掘 り方上部)
10YR%褐 色 暗赤褐色土をプロック状及び粒状に含む (掘 り方下部 )

S【
―H 7 5YR%褐 色 明赤褐色焼土 暗赤褐色焼土 炭化物を多量に含む
【-11 10YR 4/6褐 色 質粘上 焼土粒を少量含む

10YR%暗褐色 ζ絶土 掲色土のブロックを含む、焼土粒 を含む

10YR%暗褐色 贅IB色 上のプロックを多量に合む、 に部に十器片を含む

第40図 SI-11竪穴住居跡
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検出・残存長は、東西2.7m。 南北3.4mを測る。方向は北壁でN-10° 一Eである。

〔堆積土〕堆積土は、10～ 20cmあ り、掲色及びにぶい黄褐色のシルト質粘土を主体とする土層が堆積している。

〔床面・壁面〕床面はほぼ平坦である。検出部の北東部、住居跡の中央付近の床面には、炭化物が南北1.3m。 東西

∩

］

0              10cm
0                    10Cm

(cna g)

番号 登録番号 種 房J 器 種 置構番号 出上位置 器高 口径 底径 外 面 内 面
~■

真回版

1 D-18 土師器 杯 床面 掘 り方 (27) 回転ヘラケズリ 墨書「 ?」 ヘラミガキ 15-13

2 D-17 土師器 杯 床面 6 59 回転糸切りのち手持ちヘラケズリ ヘラミガキ 15-12

3 D-15 土師器 辱 床面 No 2 3 63 回転糸切りのち手持ちヘラケズリ ヘラミガキ 15-10

4 D-16 土師器 不 ユ層上 51 8 53 不明 (手持ちヘラケズリ ヘラミガキ 15-H

5 D-13 土師器 不 掘り方 SK-3 57 0 回紘糸切 りのち手持ちヘラケズリ ヘラミガキ 15-8

6 D-14 土師器 杯 SI― 床画 NQ 3 5 72 回転系切 り ヘラミガキ 15-9

7 C-60 土師器 高郭脚 2層  SK―ユ理土 (62) ヘラケズリ ヨコナデ 3方透 し

8 D-20 土 lll器 甕 床面 1) (190) ロクロ ヘラナデ 16-4

9 D-19 上師器 甕 床面 sK-2 (180) ヘラケズリ ロクロヘラナデ ヘラナデ 16-5

第41図 SI-11竪穴住居跡出上遺物

］巧 登録番号 種 房U 器  種 遺構番号 1 出上位置 上審■ 全長 幅 厚さ 重量 徴特 写真図版

10 N-17 銅製品 不明 SI-11 1  1～ 2層 (16) 05 中空 20-25
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0.5mの範囲で分布している。検出された壁面は、各面とも直線的で、壁の立ち上がりは急である。

〔柱穴〕住居跡の床面では柱穴を検出することはできなかったが、試掘調査の際に削平された部分で、住居跡の対

角線上に位置するピット (P。 125)が検出されており、このピットは住居跡の柱穴の可能性がある。P。 125の底面

は、東端に寄った部分が直径14cmの円形に窪んでおり、この部分は柱痕跡を反映していると解釈される。

〔カマド〕検出された範囲内では、カマド及び焼け面は確認されていない。

〔周溝〕周溝は検出されなかった。

〔掘り方〕住居跡の南東隅付近を除き、検出範囲のほぼ全面で掘り方が検出された。掘り方の深さは10～ 30cmであ

る。西壁際は、幅70cmで溝状に深く掘られている。

〔遺物出土状況と出土遺物〕堆積土中からは多量の上器片が出土している。出土した土師器のうち、調整痕跡の明

確なものにはロクロの痕跡は認められない。須恵器は、杯・甕 。重などの破片があり、杯の底部には回転ヘラ肖Uり

による再調整がなされている。これ以外には鉄製品の鏃と鎌 (?)が出土している。

SI-11竪穴住居跡  〔位置 。遺存状況・重複〕調査区東端部で検出され、SI-8,9竪穴住居跡を切つている。南

半分は調査区の外にのびている。検出部は、耕作による肖U平が浅く、遺存状況は比較的良好である。

〔平面形・規模・方向〕南辺は不明であるが、検出部から方形の住居跡と推定される。規模は、東西4.6m。 南北検

出部長2.6mを測る。方向は北壁でN-82° 一Wである。

〔堆積土〕堆積土は、20～ 30cmあ り、上部がにぶい黄褐色のシルト質粘土 (la層 )、 下部が褐色の粘土質シルト

層 (lb層 )からなる。住居跡中央付近の両層間には薄い炭化物の集積層が存在している。

〔床面・壁面〕床面には緩やかな起伏がある。床面で検出された遺構は少ない。検出部の壁面は、各面とも直線的

で、壁の立ち上がりは急である。

〔柱穴〕住居跡の床面で検出されたP。 1・ 2が北列の柱穴と考えられる。P,11よ P,3と 重複しており、建替えら

れている可能性があるが、P.2で柱穴の重複は確認できなかった。P,1,2の 間隔は1.8m、 柱穴列から北壁ま

での距離は1.3～ 1,4m、 P。 1か ら西壁までが1.3m、 P.2か ら東壁までが1.3mである。

〔カマド〕検出された範囲内では、カマド及び焼け面は確認されていない。カマドの位置としては、床面から土器

がまとまって出土した東壁の可能性が高い。この場合、東壁中央部は土器が多数出土した地点に当たるので、カマ

ドの位置は、SI-7竪穴住居跡のように東壁の南壁寄りの三等分線付近に築かれていたと考えられる。

〔周溝〕周溝は検出されなかった。

〔掘り方〕住居跡の検出範囲の全面に渡る掘り方が検出された。掘り方の深さは5～25cmあ り、底面には緩やかな

起伏がある。北壁の東寄りの部分は他の部分より掘り方がやや浅く、テラス状に掘り残されており、その上面には

掘削具の痕跡が小さな連続するピット状に残されている。掘り方底面で2基の土坑と1個のピットが検出されてい

る。

〔遺物出土状況と出土遺物〕堆積土中から多量の土器片が出土したほか、東壁中央付近の壁際の床面から土師器の

杯と甕がまとまって出土している。土師器杯はいずれもロクロ調整の後、ヘラミガキのうえ内面黒色処理されたも

のである。これらの杯のうち、床面から出土したものは切り離し後回転ヘラ削り調整と、切り離し後手持ちヘラ削

り調整のも、糸切り無調整のものが混在している。堆積土中から出土したものは、回転糸切り無調整である。土師

器郭のうち1点 (D-18)には判読不明の墨書がある。須恵器は杯・甕の小破片が出土しているだけである。土器

以外の遺物としては舌状の中空の銅製品が1点出土している。

6 Ⅲ・Ⅳ層出土遺物
調査区の西部で、竪穴住居跡等の検出面であるⅡa層 より下層の調査を実施した。その結果、現状のⅡa層上面
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から80cm前後下がつたⅢ層中及びⅣ層上面から土器片が出土した。出土土器のほとんどはⅢ層から出土したもの

である。Ⅳ層上面出土として取り上げた土器も、Ⅲ層から出土した破片と接合したものがあり、接合しない破片も

同一個体と観察されるので、基本的にはⅢ層の遺物と解釈される。

Ⅲ層は、黒褐色の粘土層で、その成囚の一つに植物が泥炭化したものが含まれていると考えられる。泥炭質土壌

が形成された背景としては、植物が繁茂するような湿潤な環境が一定年限継続していたことが想定される。した

がつて、Ⅲ層出土土器については、河川の決水などによって運ばれてきた二次堆積物ではなく、人間の活動の結果

により当該地に存在するものと理解される。

出土土器は、接合した結果、未接合のものを含めて 8点にまとまった。このうち 7点 (第42図 la～ lc)は、

胎土・色調・焼成の類似性から同一個体と考えられ、他の 1点は胎土・色調の違いから別個体と判断される。前者

は小形鉢の下半部の破片である。色調はにぶい橙色を呈し、胎土は砂粒が多いが緻密で、焼きは堅緻である。造り

は比較的薄い。外面は、沈線・縄文・研磨により区画と模様を描いている。底部から2 cmほ ど上に浅い沈線がめ

ぐり、この沈線より下はミガキ調整されている。沈線より上は、浅く太い沈線による模様、および沈線を区画線と

して縄文帯と無文帯 (ミ ガキ調整部)に よる文様、区画線のない縄文帝と無文帯による文様などが認められるが、

文様構成は明らかでない。縄文はLR縄文で、細かな撚 りの原体を使用している。内面は横位方向を主体とする粗

いミガキ調整が施されている。後者は、外面にミガキ調整、内面にヘラ状工具によるナデ調整のある薄手の土器片

である。
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争号 登録春号 種 男U 器  種 遺構番号 出上位置 器 高 日径 底径 面 内 面 写真図版

1 B-1 弥生土器 鉢 沈線文 LR縄文 文/1F意 匠不明 ヘラミガキ 12-1
2 B-2 弥生土器 鉢 皿層中 (25) ヘラミガキ ヘラナデ? 12-2

第42図 Ⅲ・ V層出土遺物
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手号 登録呑号 種 別 器  種 遺構番号 出上位置 器高 日径 底径 面 内 面 写真図版

1 C-61 上師器 係 P22 埋 十 113 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ 20-18

］巧 登録番号 種 男」 器  種 置構番号 出土位置 文上懇 全長 厚 さ 重量 鳴 徴 写真図版

2 N-25 鉄製品 刀子 埋± 1層 (76) 14 05 ※ (全長)は 2片合計 20-15

3 N-18 鉄製品 鏃 層 (118) 05 片刃鏃 20-2
N-19 鉄製品 鏃 ? 層 (123) (05) 85 20-7

5 N-23 鉄製品 鏃 層 (42) 55 無茎鏃 ? 20-6
6 N-22 鋲製品 不 明 層 コ字状 20-20

7 N-21 鉄製品 不 明 層 (24) (53) 145 輪状 20-17

8 P-10 土製品 土 玉 層 17 14 17 55 TI径 02～ 0 3cm 19-10

第43図 ビット・ I層出土遺物
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7 その他の出土遺物
これまで述べた遺構及び下層調査により出土した遺物以外には、掘立柱建物跡として復元されなかったピットか

ら出土した遺物とI層 (耕作土層)か ら出土した遺物がある。

ピットからの出土遺物には土師器と須恵器の小破片が多い。これらの土器の破片は、ピットが竪穴住居跡を切つ

ていることにも要因があると考えられる。 P。 22か ら出土した土師器郭も、この遺構がSI-4竪穴住居跡の煙道を切つ

ていることに由来する可能性があり、同杯がSI-4竪穴住居跡と関係していることも考えられる。土器以外の遺物と

しては、刀子の破片が P,112か ら出土している。

I層 (耕作土層)からも、土師器・須恵器 。陶器・磁器の破片が多数出土している。それ以外には、鉄製品と土

製品が出土している。

第 5章 考察と調査のまとめ
1 遺構の時期と性格

今回の調査で検出された遺構には、掘立柱建物跡・溝跡・井戸跡・土坑・竪穴住居跡がある。遺構によっては個

別に所属年代の位置付けを行ったものもあるが、それらを含めて遺構毎に整理する。

1)掘立柱建物跡
掘立柱建物跡は、比較的柱穴規模の小さな建物 5棟分を復元した。 5棟の柱穴に切り合いはないが、位置が重複

または近接していることから、各建物は同時に存在した可能性は低く、比較的長期に渡つて連続的に形成された建

物と考えられる。建物の形態や規模がは異っており、その点において建物の性格に同一性は認められない。

掘立柱建物跡の時期としては、SB-5掘立柱建物跡のピット95中 より17世紀後半から18世紀前半頃の唐津産の陶

器が出土しているので、この時期を中心とする年代が考えられる。

2)溝 跡
溝跡は調査区の東西両端で各 1条検出された。両者とも自然堤防と同方向の南北方向にのびている。

SD-1溝跡は、自然堤防の肩部に掘削された溝で、耕作により削平を受け、堆積土中から古代の土器片が出土し

ているが、年代を決定できる遺物は出土しておらず、所属時期は不明である。自然堤防の肩部に位置することから、

区画溝の可能性もあるが、自然堤防面と旧河道面の高低差が大きいことを考えると区画施設は不用と思われる。

SD-2溝跡は、上面幅が 2m以上で、現地表から150cmを超す深さがあり、比較的規模の大きな溝跡である。調査

区東部では、この溝の近くになると掘立柱建物跡に関係する柱穴も希薄になることから、掘立柱建物跡に係わる屋

敷を区画する堀としての性格が考えられる。遺構の年代は、掘削時期は不明であるが、埋没時期は出土した磁器の

年代が18世紀以降から19世紀後半以降のものであることから、この頃に堀の機能が廃されたと考えられる。堀の時

期と掘立柱建物跡の時期は一部重複しており、遺構の配置とともに関係が推定される。

3)井 戸跡
明確な丼戸跡は1基検出された。掘り方直径3.lm、 現地表からの深さ3.5m以上で、河原石の石組み井戸枠を有す

る井戸である。遺構の年代としては掘り方埋め土から17世紀後半以降に位置付けられる肥前産の磁器が出土してい

ることから、17世紀後半以降に掘削されたと考えられ、掘立柱建物跡の時期と重複し、同期に存在して有機的に関

連した遺構の可能性がある。

4)土 坑
土坑跡は10蒸検出された。形態的に分類すると、イ.平面形が長方形を呈し、比較的大型で深いもの (SK-1土坑)、
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口.平面形が円形を呈し、大型で深いもの (SK-3・ 4・ 5土坑 )、 ハ.小型で浅いもの (SK-7・ 10。 11・ 12・

13・ 14土坑)、 の三種類がある。

イのSK-1土坑は、人為的にしかも掘削後に自然堆積が生じる間でもないほど短期間のうちに埋められた状況

を呈し、形状とともに墓媛の可能性があるが、これを裏付ける資料に欠けている。時期決定に係わる資料として

は、カワラケが出土しているが、中世のものか近世以降のものか判断できない。

口のSK-3・ 4・ 5土坑は、直径が 2m前後、深さは1.5m以上あり、壁面はほぼ直立している。完掘 していな

いので遺構の性格は明らかでないが、このような形状でさらに深 くなる遺構としては井戸跡が考えられる。その場

合、先に記したように遺構の壁面が崩落しやすいので、何らかの井戸枠を設けて壁面の保護が必要と考えられる

が、調査部分ではそのような施設は検出でず、井戸跡と確定できなかった。土坑からは古代の土器が多数出土して

いるが、これらの遺物は、重複して切つている竪穴住居跡からの崩落土に混入していたと考えられるもので、土坑

の年代と関係する遺物は出土していない。掘立柱建物跡の柱穴を切るもの (SK-3土坑)と 、掘立柱建物跡との

関係は不明であるが柱穴の可能性のあるピットに切られるもの (SK-5土坑)の両者があることから、この類の

土坑も掘立柱建物跡の時期と平行して存在した可能性が考えられる。

ハの類型の上坑は、掘立柱建物跡の時期と関係するSK-3土坑に切られるSK-14土坑や、SK-1土坑に切られ

るSK-13土坑など個別の重複関係はあるが、出土遺物によって年代が明らかにできるものはない。また、形態や

出土遺物によって性格の推定できる遺構もない。

5)竪穴住居跡
① 住居跡の変遷と年代

住居跡と考えられる竪穴は10棟検出された。これらの竪穴住居跡から出土した遺物のうち土師器のJThについてみ

ると、ロクロ未使用の段階の住居跡 (SI-2・ 3・ 4・ 6。 9=I期 )と ロクロ使用の段階の住居跡 (SI-7・ 8
・11=Ⅱ 期)、 及び土師器杯での時期不明の住居跡 (SI-1・ 10)がある。SI-10竪穴住居跡は、土師器杯は出土

していないが、ロクロを使用していない土師器甕が出土しているので、ロクロ未使用段階の住居跡と考えられる。

これまでの土師器の編年研究によると前者が古く、後者が新しく位置付けられる (氏家 :1957他 )。 さらに、竪穴

住居跡の変遷を、遺構の重複関係・建物及びカマドの方向・出土遺物をこれまでの編年研究により整理したのが第

44図であり、その関係をもとに主な土器を集成したのが第45図である。

〔土師器邦非ロクロ段階 :I期〕

先ず、ロクロ未使用段階の土師器の邦についてみると、在地の九底のもので、内面がヘラミガキ調整のうえ黒色

処理されたもの (内黒)と 、「関東系土師器」と呼ばれる橙色を呈して外面が口縁部ヨコナデ・体部～底部ヘラケ

ズリ調整、内面が口縁部ヨコナデ・体部～底部ヨコナデないしナデ調整されるもの (C-17～ 19/C-41・ 42・ 45

他)の 2種類がある。在地のものは、日径の割に比較的浅いものが多く、体部と底部の境は器高の中程から下位に

ある。体部と底部の境のタト面には段ないし稜があり、それに対応する内面にも屈曲ないし角が付くものが多いが、

SI-3竪穴住居跡出土のC-10の ように底部から口縁まで緩やかに九みをもって立ち上がるものもある。口縁部は

端部付近がわずかに内湾気味のものが多いがSI-6竪穴住居跡からはC-26・ 27の ように外傾しているものも認め

られる。

関東系土師器のイは、小型薄手で、日縁部が短くS字状に屈曲する九底杯である。また、SI-2竪穴住居跡出土

のC-6も 小型薄手の非内黒の杯であることから関東系土師器に分類可能であるが、日縁部が他に比 して幅が広

く、緩やかに外反し、内面がヨコナデの後に粗くヘラミガキ調整されている点において他と異なる。

SI-2・ 6・ 9・ 4。 3竪穴住居跡から出土した在地の土師器郭をみると、その特徴は仙台市郡山遺跡 Ⅱ期官衛

外郭大溝出土杯 (木村他 :1981・ 1985)や、郡山遺跡第65次調査の際に、Ⅳ層で検出された掘立柱建物跡や竪穴住
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居跡から出土した土器群 (長島 :1992)と 同様の特徴を有している。外郭大溝出土土器及び第65次調査の土器群に

ついては、Ⅱ期官衛造営以降の 7世紀末葉から多賀城倉1建までの 8世紀第 1四半期 (8世紀初頭)に位置付けられ

ている (木村他 :1981・ 1985/長島 :1992)。 欠ノ上Ⅱ遺跡周辺における同じような土器の組合わせもつ集落とし

ては、名取川を挟んで対岸に所在する仙台市中田南遺跡の「古代第Ⅲ群土器」に伴う住居群があり、その年代につ

いては郡山遺跡及び県内各地の関連遺跡の検討から、 7世紀末から8世紀前半に位置付け、中でも8世紀前葉に中

心があるものと考えられている。 (太田 :1994)

SI-2・ 6。 9。 4,3竪穴住居跡から出土した須恵器は少ないが、E-1・ 2の ような比較的小型で丸底風の

平底で体部が直立ないし直立気味に立ちあがる不や、内面にカエリがあるがやや扁平でボタン状のつまみが付 く蓋

は、郡山遺跡Ⅱ期官行関連の須恵器や、中田南遺跡古代第Ⅲ群土器に伴う須恵器に器形の共通性を認めることがで

き、 7世紀末から8世紀初頭に位置付けることが可能である (注 1)。 したがって、欠ノ上Ⅱ遺跡における非ロクロ

土師器郭段階の竪穴住居跡の年代は、 7世紀末から8世紀初頭に位置付けられる。

次に、出土土器から郡山遺跡Ⅱ期官衛とほぼ同期と見られるSI-2・ 6・ 9'4・ 3竪穴住居跡について建物及

びそのカマドの敦設位置から新旧を検討すると、SI-2・ 6・ 9竪穴住居跡は、カマドを主軸とする軸方向がN―

56～ 69° ―Wを示し、カマ ドは北西の壁に築かれている。また、SI-4・ 3・ 10竪穴住居跡は、軸方向がN-1～

18° 一Eを示し、カマ ドは北壁に築かれている。(SI-3竪穴住居跡のカマ ドはその後東壁に造り変えられている。

SI-10竪穴住居跡は、カマ ドが検出されていないが、竪穴の軸方向がSI-3・ 4と 共通性があるので、北壁に築か

れた可能性がある。)竪穴の軸方向とカマ ド位置で、両群の前後関係を考えると、SI-3竪穴住居跡がSI-2竪穴

住居跡を切つていることから、北西カマ ドのSI-2・ 6・ 9竪穴住居跡が古 く (Ia期 )、 北カマ ドのSI-4・ 3

・10竪穴住居跡が新しい時期 (Ib期 )の住居群であると考えられる。

同一時期の建物群に、強い基準の方向性の認められる近隣遺跡には郡山遺跡がある。郡山遺跡では、先に久ノ上

Ⅱ遺跡の非ロクロ土師器杯出土の住居跡群を同期に位置付けたコ期官行の建物群は、真北方向を造営の基準方向と

している。また、これに先行する I期官衛 (7世紀中頃から7世紀末頃)の建物群は、真北から30～ 40°東に振れ

た方向を基準とし、 I期官行の段階からⅡ期官衛の段階へ移行する際に、造営の基準方向が大きく転換されてい

る。また官衛内における竪穴住居跡も、掘立柱建物跡と同様に官衛造営の基準にそって建てられており、一般集落

と異なる性格が考えられている (木村 :1981・ 1985)。

欠ノ上Ⅱ遺跡の北西カマ ドの竪穴住居跡群は、カマ ドを中心とする主軸方向 (N-56～ 69° 一W)に対して、こ

れに直交する方向の軸を想定すると、真北から21～ 34° 東に振れた方向となり、郡山遺跡 I期官行の造営の基準方

向と近い数値を示している (注 2)。 このことは、欠ノ上Ⅱ遺跡の非ロクロ土師器を出土した竪穴住居跡が、全体

としては郡山遺跡Ⅱ期官衛の時期に相当するとしても、北西カマ ドの竪穴住居跡群の時期については、郡山遺跡 I

期官行の造営基準方向の影響を受ける段階、すなわち I期官衛末期の7世紀末頃に形成されたものと考えられる。

また、両遺跡間に建物の軸方向とその変遷に類似性が認められることと、SI-2・ 6竪穴住居跡から鍛冶に関連す

る遺物が出土していることを合わせて考えると、北西カマドの住居跡群は、郡山遺跡の官衛と密接な関係のある住

居跡群であると推察される。北西カマ ドの竪穴住居跡群の時期を7世紀末頃に位置付けると、これに後続する北カ

マドの住居跡群は、郡山遺跡Ⅱ期官衛造営基準方向の影響のもとに建てられたと考えられることから、Ⅱ期官衛と

同時期中でも8世紀初頭になってから形成された可能性が高いものと思われる。

上述のとおり、北西カマ ドの竪穴住居跡群 (Ia期 )について遺物と軸方向の関連から、郡山遺跡の I期官衡と

Ⅱ期官衛との中間期、すなわち 7世紀末頃と考えられる。この場合、口縁部が S字状に屈曲し、小型薄手の C―

17～ 19/C-41・ 42・ 45の ような関東系土師器の年代について、 7世紀中葉から8世紀初頭に位置付ける考え (古

川 :1984・ 1985)に おいては、その年代幅の中でとらえることができるが、 8世紀初頭に位置付ける考え (長谷
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第44図 重複関係及び方向 。出土遺物からみた竪穴住居跡の変遷

川 :1993)に したがった場合は、若干の時間差が生じる。後者の立場に立った年代観の理解としては、sI-6竪穴

住居跡は、カマ ドの施設された段階から、鍛冶関連の工房として使用されるような段階まで、 4時期程度の変遷を

経ていることから、他の 2棟北西カマドの竪穴住居跡より存続期間が長かったために、 8世紀初頭の遺物が出土す

るに至ったものと解釈される。北カマドのSI-4竪穴住居跡でも関東系土師器が出土しているので、SI-6竪穴住

居跡は、この頃まで存続したと考えられる。

北カマ ドの住居跡群 (Ib期 )は、郡山遺跡 H期官衡造営後に前段階と同様に、Ⅱ期官衛造営基準方向を意識し

て建てられたと考えられる。SI-4竪穴住居跡はほぼ真北を基準として建てられ、郡山遺跡Ⅱ期官行の強い影響が

想定されるが、これを切るSI-3竪穴住居跡の時期になると、方向性はやや崩れ、最初北壁に築かれたカマドも、

改築時には東壁へと移される。出土土師器杯も、底都と体部の境が外面の調整の違いで理解できるだけとなり、平

底化への移行をうかがうことができる。この時期の年代は、郡山遺跡Ⅱ期官衛の年代から8世紀初頭頃と考えられ

る。

以上のように欠ノ上Ⅱ遺跡の非ロクロ土師器杯段階の集落は、郡山遺跡と密接な関係を持って形成され、 7世紀

末頃に、郡山遺跡 I期官行の造営基準方向である真北から30～ 40°東に振れた方向をを意識して、】ヒ西の壁にカマ

ドが敷設される住居が形成される。その後 7世紀末郡山遺跡Ⅱ期官衛が真北を基準方向として造営されると、欠ノ

上Ⅱ遺跡の住居も真北を意識した方向の北壁にカマ ドを敷設する住居に変化する。やがで8世紀第 1四半期末頃に

郡山遺跡の官衛が廃されると、欠ノ上Ⅱ遺跡の非ロクロ土師器郭段階の集落も廃される。

なお、この段階におけるSI-6竪穴住居跡は、竪穴内から焼け面や炭片が検出されるとともに、鉄津 (図版21-

1～ 4)。 鍛造剥片 (図版21-5)。 球状津 (図版21-6)・ 羽口片などが出土していることから鍛冶工房としての

機能を果たしていたと考えられる。

〈北西カマ ド〉
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〔土師器不ロクロ段階 :Ⅱ 期〕

ロクロを使用した土師器は、東北地方の土師器編年において「表杉ノ入式」と呼ばれ、平安時代のほぼ全体に渡

る土器形式と理解されている (氏家 :1957)。 表杉ノ入式に相当する土師器は、「赤焼土器」と呼ばれる杯内面にヘ

ラミガキ及び黒色処理を施さない土器や、須恵器とともに、その変遷過程の研究が行われている (白鳥 :1980。 加

藤 :1982・ 丹羽 :1983・ 村田 :1995他 )。 各研究によると、表杉ノ入式の土師器は、底部は切り離し後調整の行わ

れるものから無調整ものへ、底径の割合が日径に比して大きなものから小さなものへという大きな変化の流れがあ

り、その過程の中にさらに法量が一度大きくなってから前段にもどり、さらに小さくなるといううねりが認められ

ている。

本項では、ロクロ土師器の出土したSI-8・ 11・ 7竪穴住居跡について、白鳥良一氏の研究及び仙台市中在家南

遺跡河川跡の堆積層から出土した遺物との対比において、その年代的位置付けを行う。

検討に先だつて、遺構の重複関係を確認すると、SI-8竪穴住居跡は、SI-7・ 11竪穴住居跡に切 られ、両住居

跡より古い。SI-7竪穴住居跡とSI-11竪穴住居跡は、接近して存在し、しかも出土土器の様オロも異なるので、同

時に存在したと考えられないが、重複関係による新旧は不明である。ただし、sI-7竪穴住居跡は、堆積土中か

ら、915年 に降下したとされているいわゆる「灰白色火山灰」と観察される白色土粒が検出されているので、SI―

7竪穴住居跡の下限を10世紀初頭以前と位置付けることができる。したがってsI-8竪穴住居跡の年代はそれ以前

と考えることが可能である。

比較的多数の土器が出土したsI-11竪穴住居跡の土師器杯は、日径に比して底径が
'ヒ

較的広く、底部は切 り離し

後回転ヘラケズリや手持ちヘラケズリにより再調整され、甕類にはロクロ調整がなされていることから、白鳥良一

氏の編年では、 9世紀後半代とされるD群土器段階に位置付けることができる。ただし、土師器lTX D-18の よう

な、切り離し後回転ヘラケズリ調整されるものは、D群土器に先行し、 9世紀前半代とされるC群土器段階の調整

に多くみられる特徴とされることから、sI-11盟穴住居跡の年代は、 9世紀後半でも9世紀中葉頃として考えるこ

とが可能である (Ⅱ b期 )。

次にSI-7竪穴住居跡についてみると、土師器郭の器形全体のプロポーションや奏の器形や調整はSI-11と 違い

は少なく、また、郭の底部と体部の境が明瞭に角張っている点において、D群土器の範疇であると理解されるが、

土師器杯の底部が回転糸切り無調整のものだけで構成される点において、SI-11竪穴住居跡よりも後出的な要素が

ある。また、杯D-21や台付杯D-22の ように、法量の大きな杯形土器が出現しているが、このような大型化の現

象は、中在家南遺跡河川跡で灰白色火山灰層 (4層 )の下層におけるロクロ土師器杯の 8～ 6層から 5層への変化

と対応している (工藤 :1996)。 したがって、SI-7竪穴住居跡については、sI-11竪穴住居跡より新 しく位置付

けて、 9世紀後葉から灰白色火山灰降下以前の10世紀初頭までの間の遺構と考えられる (Hc期 )。

SI-8竪穴住居跡は、重複関係においてSI-7・ 11竪穴住居跡より古いことは先に述べたが、この住居跡も土師

器の奏にロクロが使用されている点において、D群土器の段階と重複していると考えられる。ただし、 9世紀中葉

に位置付けたSI-11竪穴住居跡に切られていること、及び須恵器杯E-12の ような、日径の割に底径が大きく、底

部と体部の境が明瞭に角張り、底部の切り離しが回転ヘラ切り無調整のC群土器段階の特徴を具備している須恵器

杯が出土していることから、 9世紀中葉でも前半頃と考えるのが妥当であろう (Ⅱ a期 )。

② 竪穴住居跡の歴史的性格

今回発見された竪穴住居跡は上述したとおり、非ロクロ土師器の時期とロクロ土師器の時期の大きく2時期があ

る。前者は、7世紀末頃から8世紀初頭に位置付けられ、竪穴の主軸の基準方向が真北から56～ 69° 西に振れ、カマ

ドが北西の壁面に敷設される段階から、竪穴の主軸の基準方向が南北方向となり、北側の壁にカマドが敷設される

段階への変遷があり、その変遷時期と基準方向は、郡山遺跡におけるI期官行からⅡ期官衛造営の時期と基準方向



第5章 考察と調査のまとめ

の変化とIRAね一致している。このことは、この時期の欠ノ上Ⅱ遺跡の竪穴住居跡群は、郡山遺跡の官衛と密接な係

わりを持ち、その規制を受けた集落の可能性があると考えられる。この時期の集落は、Ⅱ期官衡の多賀城への移転

とともに廃されている。

今回の調査成果で見る限り、欠ノ上Ⅱ遺跡ではSI-3竪穴住居廃絶後、約100年ほどの空白期間があり、 9世紀

中葉頃に再び集落が形成される。この集落については、一般の農村集落と考えられる竪穴住居跡と遺構・遺物の点

で相違は認められないことから、農村を形成する竪穴住居跡と考えられる。この時期の 3棟の竪穴住居跡には、重

複や遺物に時間差が認められることから、同時に存在したと考えられないので、散村的な農耕集落であつたと推定

される。この集落も10世紀初頭以降の動向は不明である。

2 遺物の総括
本調査においては、土師器・須恵器・鉄製品など多数の遺物が出土 したが、本項ではこのうち主にSI-6竪穴住

居跡から出土した溶解物の付着する土器と、漆状の樹脂の付着した土器について簡単に総括することとしたい。

1)溶解物付着土器 について

溶解物の付着した土器は、高熱によつて土器全体が灰色に変色しているが、ヨヨナデ 。ヘラケズリ・ヘラミガキ

・ハケメ調整などの製作技法や器形の特徴 (第30図 )か ら、土師器が転用されたものと観察される。器種としては

杯が多いが、発の底部付近も利用されている。不の場合、日縁部がそのまま使用されたもの (第30図 1～ 4)と 、

日縁部を連続的に欠いて口縁を再生し、浅くして使用したもの (第30図 5。 6)がある。溶解物は黒褐色から暗赤

褐色を呈し、ガラス状に溶けている部分と発泡して白濁している部分があり、土器の内面の全体または一部に偏つ

て付着している。日縁部及び外面には部分的に付着しているだけである。このような土器については、溶解物が鉱

物起源の物質と観察されることから、 トリベとして使用されたものと理解される。鉱物の成分としては、溶解物の

色調が赤みを帝びていることから、銅を主成分とする金属に由来する可能性がある (注 3)。 したがって、溶解物

付着土器については、銅製品の鋳造にあたってトリベとして使用されたもの考えられる。

溶解物の付着した土器が出土しているのは、SI-6竪穴住居跡と同期頃の住居跡では、SI-2=2点 。SI-3=

1点・SI-4=10点 。SI-6=66点 ・SI-9=5点で、SI-6竪穴住居跡からの出土点数が圧倒的に多い。SI-6

竪穴住居跡では、前項で述べたように、鍛冶工房としての役割を果たしていたのみならず、銅製品の鋳造も行って

いたと考えられる。

2)漆 状樹脂付着土器 について

漆状の樹脂の付着した土器は、SI-6竪穴住居跡の2層 中に埋め込まれた状態で出土した高台付の杯である。高

台は欠損しているが外部は完形である。漆状の樹脂は、内面は全体に薄く付着し、外面は液垂れして流れたような

状況で付着している。内面には、水平方向にヘラ状の道具で撫でて、丁寧に樹脂を掻き取ったような痕跡が残る。

漆状の樹脂が付着した土器は、郡山遺跡でも多数出土しており、官衛や寺院造営にあたり、塗料をはじめとし

様々な用途に利用されたと考えられる。今回、鍛冶工房と考えられるSI-6竪穴住居跡から、このような土器が出

土したことは、この工房において鍛冶に係わって漆が使用されていたことを推定させるものである。

3)Ⅲ ・Ⅳ層出土土器 について

Ⅲ・Ⅳ層から出土した土器は、前章のとおり、 2個体からの破片が出土している。そのうち模様の付されている

B-1は、幅が広 く浅い沈線と縄文及びミガキ調整の帯状の無文部分によって模様が構成されているが、全体的な

模様の意匠は不明な土器である。これに類似する土器については資料を得ていないが、縄文の原体が細かいもので

あることから、弥生土器の可能性が高いものと推定される。弥生土器とした場合、沈線の幅が広いことから中期前

半以前のものと考えられる。なお、Ⅲ層及び出土土器の年代については、今後の発掘調査において同層から型式決
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定できる良好な資料の出土を待つて正式な判断をしたい。

3ま と め
① 欠ノ上Ⅱ遺跡は、仙台平野中央部の広瀬―名取川が形成した沖積地の、標高約8mの 自然堤防に立地する。
② 欠ノ上Ⅱ遺跡では、耕作土を除去したⅡ層上面で遺構が検出され、その面から約80cm下がったⅢ層中からは
弥生土器と推定される土器片が出土した。

③ Ⅱ層面で検出される遺構は、大きく区分すると近世・平安時代・飛鳥～奈良時代の3時期のものがある。

④ 近世の遺構は18世紀頃を中心時期としたもので、掘立柱建物跡 。溝跡・石組み井戸枠の井戸・井戸の可能性の

ある大型円形土坑などがある。

⑤ 平安時代の遺構は、9世紀中葉から灰白色火山灰が降下する前の10世紀初頭頃のもので、竪穴住居跡が3棟検

出された。3棟の住居は東壁にカマドが敷設されるという共通性があるが、重複関係と出土遺物の検討から、そ

れぞれ異なる時期の住居跡であると判断された。

③ 飛鳥～奈良時代の遺構は、7世紀末から8世紀初頭のもので、竪穴住居跡が6棟検出された。 6棟の住居跡の

カマドは、北西壁に敷設される段階から、北壁に敷設される段階へと変化しており、この変化は郡山遺跡のI期

官行からⅡ期官衡の造営基準方向の変化に対応する。建物の軸方向の対応関係は、郡山遺跡の官衛による、欠ノ

上E遺跡の集落跡への規制によるものと推定できることから、両遺跡に密接な関係が存在したと推察され、官衛

と周辺集落との関係を理解する上で貴重な発見となった。

⑦ 飛′烏～奈良時代の住居跡のうち、SI-6竪穴住居跡は、住居から工房へ改築されたと考えられる遺構で、鍛冶

及び銅製品の鋳造の工房と推定される遺構・遺物が検出された。

注 1 欠ノ上Π遺跡出土の須恵器郭E-1・ 蓋E-17は、郡山遺跡第65次調査における須恵器の分類に当てはめる

と、それぞれ杯 12類・蓋 12b類に相当する。

注 2 桑原滋郎氏は、郡山遺跡の I期官行の基準方向について、調査報告の見解 (「真北から30～ 33° 東に偏 してい

る」という見方)に対 して、「真北から60°西に偏している」という指摘 (石松好雄・桑原滋郎 :『大学府と多

賀城』岩波書店 1985)を されている。カマドを基準として考えた場合、欠ノ上Ⅱ遺跡における北西カマドの

竪穴住居跡の基準線は、真北から60° 西に偏していることになり、同氏の指摘に一致する。また郡山遺跡では、

I期官行の中枢部は、約120m×約90mの長方形に区画されると推定されているが、その短辺の一つに当たる

南東辺の中央部付近で、板塀の接続する門跡が発見されており (長島 :1998・ 1999)、 本遺跡SI-2竪穴住居

跡が北西壁にカマドが造られ、南東辺の中央に出入り口に伴う梯子の据え方と考えられるピットが検出されて

いる状況とに、基準方向に類似性が認められる。

注 3 類似した赤色を呈する溶解物が付着した土師器は郡山遺跡第117次調査において多数出土しており、同資料

については、国立歴史民族博物館の今村峯雄氏により、銅の成分が多いため赤色を呈するという教示が得られ

ている (長島 :1999)。

記注
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図版 1 遺跡の位置と周辺の環境  (昭和36年 :国土地理院)



1 遺構検出状況 (調査区西部 :南より) 2 遺構検出状況 (調査区東部 :南西より)

3 調査区全景 (西より) 4 調査区西部完掘状況 (南より)

5 調査区中央部完掘状況 (南より) 6 調査区東部完掘状況 (南より)

調査区東部完掘状況 (東より) 深掘り調査区全景 (南より)

図版 2 遺構の検出と調査状況



2 SD-2溝跡全景 (南より)

l SD-1溝 跡全景 (南より) 3 SD-2溝跡北壁土層断面

4 掘立柱建物跡全景 (南より)

図版 3 溝跡と掘立柱建物跡



(南より)l SE-1井 戸跡掘り方上部断面

5 SK-1土 坑跡土層断面

6 SK-3土坑跡土層断面 (南より)

図版 4

7 SK-3土坑跡全景 (南西より)

井戸跡・土坑跡 (SKl～ 3)

2 SE-1井戸跡石積み井戸枠 (東より)

3 SE-1井戸跡中部付近の石組配列 (東より)

4 SK-1土 坑跡全景 (東より)



1犠
=||||

2 SK-5土 坑跡 (北より)

3 SK-7土 坑跡 (南より) 4 SK-10土 坑跡 (南より)

5 SK-11土 坑跡 (南より) 6 SK-12土 坑跡 (南より)

7 SK-13土 坑跡 (商 より)

図版 5 土坑跡 (SK4～ 14)

8 SK-14土 坑跡 (西より)



2 SI-2竪 穴住居跡床面検出状況 (南より)

4 Sl-2竪 穴住居跡カマド (東より)

S12竪穴住居跡完掘状況 (南より)

SI-2竪穴住居跡 SK-2土坑土層断面 (南より)

盾

6 SI-2竪 穴住居跡カマド右側の遺物出土状況 (東より) 7 SI-2竪 穴住居跡床面中央の遺物出上状況 (東より)

図版 6 竪穴住居跡 (SI-1～ 2)



l Sl-3竪 穴住居跡床面検出状況 (西より) 2 SI-3竪 穴住居跡完掘状況 (西より)

Sl-4竪穴住居跡床面検出状況 (東より) 4 SI-4竪 穴住居跡完掘状況 (東より)

(新期 :南より)5 SI -4竪 穴住居跡カマド

|:|ガ |

6 SI-4竪穴住居跡 (古期 :南より)

周昭日騒爾駿慧と解逢綾■々 |li l      
′  |li'|―・ ‐●| ||

SI-4竪穴住居跡 P2柱穴断面 (西より) SI-5竪穴遺構 (北より)

(SI-3～ 5)
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l SI-6竪穴住居跡 SK-2土坑検出状況 (南西より)
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3 SI-6竪 穴住居跡 SK-2土坑調査状況

r ri残爾躍綴期鞍鶴霧                 ■ずF―

SI-6竪穴住居跡 2層中からの上師器出土状況 (南より)

弩目酔|
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4 SI-6竪 穴住居跡 2層上面 (南西より)

卜 i

(南西より)

ヽ
5 SI-6竪 穴住居跡 4層上面検出状況 (南西より)

(南より)

図版 8

8 SI-6竪 穴住居跡5層底面 (南西より)

竪穴住居跡 (SI-6)

イ粋
．　
●
・威″

6 SI-6竪 穴住居跡 5層検出状況 (南西より)

SI-6竪穴住居跡周溝 5層断面
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l SI-7竪穴住居跡完掘状況 (西より)

3 SI-7竪 穴住居跡カマド (西より)

2 SI-7竪 穴住居跡カマド周辺遺物出土状況 (北より)

6 SI-8竪穴住居跡貼床除去後の柱穴検出状況 (南より)

8 SI-8竪 穴住居跡掘り方完掘状況 (南より)

(SI-7～ 8)

4 SI-7竪 穴住居跡 SK-3土坑土層断面 (東より)

5 SI-8竪 穴住居跡床面検出状況 (南より)

7 SI-8竪 穴住居跡掘り方検出状況 (南西より)

図版 9 竪穴住居跡



l SI-8竪 穴住居跡カマド
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3 SI-8竪穴住居跡カマド左袖断面 (北より)

6 SI-9竪 穴住居跡柱穴配置

7 SI-9竪 穴住居跡掘り方除去状況             8 SI-9竪 穴住居跡 P2柱穴 (北より)

図版10 竪穴住居跡 (SI-8～ 9)

2 SI-8竪 穴住居跡煙道端部

SI-8竪穴住居跡カマド右袖断面 (南より)

5 SI-9竪 穴住居跡床面検出状況 (南西より) (北東より)



l SI-10竪穴住居跡床面 (東より)

3 SI-10竪穴住居跡掘り方完掘状況 (東より)

5 SI-11竪穴住居跡床面 (東より)

7 SI-11竪穴住居跡床面完掘状況 (東 より)

ェ|:|1基
4 SI-11竪穴住居跡堆積土層断面

■|:エ

6 SI-11竪穴住居跡東壁際からの遺物出土状況 (東より)

8 SI-11竪穴住居跡掘り方除去状況 (東より)

竪穴住居跡 (SI-10～ 引 )
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図版¬
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1 鉢 B-1(皿 ・Ⅳ層   第42図 1)
4 芥 C-3(SI-2床 面 第21図 2)
7 杯 C-12(SI-4床 面 第25図 1)
10ネ C15(S14 SK 3第 25図 5)
13 杯 C-28(SI-6P5 第29図 1)
16 邦 C-51(SK-44層  第17図 3)

2 鉢 B二 2(Ⅲ層     第42図 1)  3
5 杯 C-4(S1 2P3 第21図 5) 6
8 杯 C-13(SI-4床面 第25図 2)  9
1l lTN C 16(S14 SK 6第 25図 3)12
14 杯 C-29(SI-62層  第29図 3)  15
17 杯 C-54(SI-91層  第37図 4)  18

図版 12 弥生土器・非 回クロ上師器 (邦 )

ネ   C-2(SI-2床 面 第21図 3)
不   C-10(SI-3 SK-4第 23図 2)
不   C-14(SI-41層  第25図 4)
高杯脚 C-24(SI-6 SK-2第 29図 12)
郭   C-27(SI-62層  第29図 4)
杯   C-61(P22埋 土  第43図 1)

71



鐵 l� 観2に 渤 簿

幻 轡 ―け穎
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碑

上 杯 C-17(SI-41層   第25図 6)
4 杯 C-41(SI-62 3層 第29図 11)
7 杯 C-44(SI-6    第29図 8)
10 杯 C-33(SI-62層   第30図 4)
13 甕 C-38(SI-62層   第30図 8)

15

2 杯 C-18(SI-4 1層 第25図 7)
5 1Th C-42(SI-6P12第 29図 7)
8 イ C-45(SI-61層 第29図 9)
ll tt C-35(SI-6P4第 30図 6)
14 甕 C-39(SI-61層 第30図 7)

図版13 関東系土師器・ トリベ

3 郭 C-19(SI-41層 第25図 8)
6 杯 C-43(SI-6 1層 第29図 10)
9 郭 C-32(SI-61層 第30図 3)
12 イ C-34(SI-6  第30図 1)
15 郭 C-36(SI-62層 第30図 5)
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1

3

5

7

9

娩   C-7(SI-2周 溝 第21図 7)  2
台付杯 C-31(SI-62層  第29図 5)  4
高不  C-50(SK-31層  第17図 1)  6
奏   C-8(SI-2 SK-1第 21図 9)  8
奏   C-21(SI-6 1層  第29図 16)  10

塊  C-11(SI-3 SK-5第23図 1)
高杯 C-1(SI-2床 面 第21図 8)
甕  C-52(SK-43層  第17図 4)
甕  C-9(S12 SK-3第 21図 10)

外  C-30(SI-65層  第29図 13)

図版14 非ロクロ土師器 (婉・台付郭・高ITh・ 甕 )



1 不   D-1
4 杯    D-4
7 高台付1/・ D-22
10 杯   D-15
13 杯   D-18

(SI-7 1層 第32図 5)

(SI-71層 第32図 9)

(SI-71層 第32図 4)

(SI― ll床面 第41図 3)

(SI-11床面 第41図 1)

2 杯 D-2(SI-71層  第32図 8)
5 1TN D-5(SI-71層  第32図 6)
8 杯 D-13(SI-11掘 り方 第41図 5)
11 ネ D-16(SI-111層  第41図 4)

D-3(SI-7 SK-2第 32図 7)
D-21(SI-7 1層  第32図 3)
D-14(SI― ll床面  第41図 6)
D-17(SI-11床 面 第41図 2)

3

6

9

12

杯

lTN

不

邦

図版15 ロクロ土師器 (郵 )



1養
4 養
7蓋
10 蓋
13 甕

D-9(SI-7 SK-3第 33図 1)
D-20(SI-11床 面 第41図 8)
E-17(SI-91層  第37図 6)
E-14(SI-8 1層  第35図 12)
E-7(SI-8 1層  第35図 13)

D-11(SI-8カ マド第35図 2)
D-19(SI― H床面 第41図 9)
E-20(SI-9 1層  第37図 5)
E-15(SK-33層  第17図 2)
E-18(SI-8カ マド第35図 9)

D-10(SI-8 1層    第35図 3)
D-12(SI-3掘 り方  第35図 4)
E-13(SI-8・ 9検出面 第35図 11)
E-6(SI-7床 面   第33図 4)
E-19(SI-3 1層    第23図 3)

2甕
5甕
8 蓋
11 魃

14 芥

3

6

9

12

15

甕

甑

蓋

養

不

図版16 ロクロ土師器 (養他)。 須恵器 (蓋 。磁他 )



12

1

4

7

10

13

16

19

18

不  E-1(SI-2床 面  第21図 11)
杯  E-12(SI-8煙 道底面 第35図 5)
lTN  E-16(SK-44中 層 第17図 5)
鉢 ?  I-9(SD-21層   第12図 2)
婉   I-6(SE-11層 )

壺   I-10(SD-21層 )

浅鉢 ? 」-2(SD-21層 )

2 郭   E-2
5 1TN  E-9
8 皿    I-1
11甕   I-8
14鉢 ? I-7
17皿 ortt I-11
20塊   」-3

図版17 須恵器

14

20

(SI-6 5層  第29図 18)
(SI-814層  第35図 10)
(SK-1 2層 第16図 1)

(SD-2 1層 第12図 1)

(SD-21層 )
(P95坦土)

(SD-21層 )

(ITh)・ 陶器・磁器

16

3

6

9

12

15

18

鞄 ■7悦
E-4(SI-7床 面 第33図 3)
E-10(SI-81層  第35図 8)
I-2(SE-1掘 り方第14図 1)
I-4(SE― l l層 )
I-5(SE― l l層 )
」-1(SE-1 1層 )

尋鬱' 鋒|

杯

杯

皿

坑

皿

坑



(SI-2床 面 第21図 16)
(SI-6 SK-3第 30図 11)

(SI-7床 面 第33図 5)
(SI-4 SK-7第 25図 11)

(SD-2 1層  第12図 4)

2 砥石 K-10(SI-9掘 り方 第37図 7)
4 不明 K-2(SI-2カ マ ド第21図 15)
6 不明 K-3(SI-4 SK-7第 25図 12)
8 不明 K-6(SI-6 SK-2第 30図 12)

砥石  K-1
叩石  K-5
砥石 ?K-7
不明  K-4
不明  L-1

l

3

5

7

9

図版18 石器・石製品 。木製品



畿

Ⅷ
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K-9(SE-11・ 2層 第14図 3)
P-1(SI-26層   第21図 12)
P-4(SI-4 1層   第25図 10)
P-5(SI-6 SK-2 第30図 9)
P-10(I層     第43図 8)

紗

鰯
‐ｏ

罐

鍮

９

1 上臼 K-8(SE-11・ 2層 第14図 2)
3 羽口 P-3(SI-2床 面)
5 羽口 P-2(SI-2周 溝  第21図 13)
7 羽口 P-6(SI-6)
9 土玉 P-7(SI-6検 出面 第30図 10)
11 円盤 P-3(SD-21層  第12図 3)

2 下臼
4 羽口
6 羽口
8 羽口
10 土玉

図版19 石臼・土製品



8

9

２３

麟 鵜 簸 翻
16                   18               19

鞍
け
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N-1(SI-26層
N-15(SI-9掘 り方
N-19(I層
N-4(SI-4
N-27(SI-6
N-8(SI-6
N-26(SI-7
N-7(SI-6
N-17(SI― H

2]

第21図 17)

第37図 9)

第43図 4)

l層  第25図 13)
1層  第30図 16)
1層  第30図 15)
1層  第33図 6)
1層  第30図 14)
1～ 2層 第41図 10)

2 鏃   N-18(I層      第43図 3)
5 鏃   N-13(SI-10埋 土 第39図 2)
8 鎌 ?  N-9(SI-81層  第35図 14)
11 鎌   N-12(SI-10掘 り方 第39図 3)
14 U字鍬先 N-20(SI-62層  第30図 13)
17 不明  N-21(I層     第43図 7)
20 不明  N-22(I層     第43図 6)
23 不明  N-11(SD-21層  第12図 6)
26 銅津 ? N-16(SI-9掘 り方)

3 鏃  N-14(SI-91層  第37図 8)
6 鏃  N-23(I層      第43図 5)
9 鎌 ?N-3(SI-2周 溝  第21図 18)
12 不明 N-5(SI-4 SK-6第 25図 14)
15 刀子 N-25(P,112埋土 第43図 2)
18 不明 N-2(SI-1貼 床  第21図 19)
21 不明 N-10(SD-21層  第12図 5)
24 古銭 N-24(I層 )

？

明

針

明

明

明

明

鏃

鏃

鏃

不

釣

不

不

不

不

１

４

７

１０

１３

‐６

‐９

２２

２５

図版20 鉄・銅製品
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5

6 SK-2)  2
6 SK-2)  4
6 SK-2)  6

図版21 鉄 滓

鉄津  (SI-6層 )
鉄淳  (SI-6 SK-2)
球】犬津 (SI-6 SK-2)
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